
   
 

第
十
二
節 

教 

育 

一 

学
校
教
育 

 

(一) 

学
制
頒
布
と
我
が
教
育
の
発
展 

 

沖
永
良
部
島
に
お
け
る
明
治
時
代
前
期
の
教
育
に
つ
い
て
島
伊 

名
重
氏
は
「
沖
永
良
部
島
郷
土
史
資
料
」
の
中
で
「
学
制
頒
布
と 

我
が
教
育
の
発
展
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

明
治
五
年
に
学
制
を
頒
布
し
て
か
ら
今
日
ま
で
過
去
半
世
紀
、 

我
が
国
の
教
育
制
度
と
内
容
と
は
実
に
驚
く
可
き
発
展
を
遂
げ 

た
。凡
そ
維
新
以
来
百
般
の
文
物
悉
く
長
足
の
進
歩
を
為
し
た
が
、 

そ
の
中
に
も
教
育
の
発
展
程
に
大
な
る
も
の
は
な
い
と
自
分
は
信 

じ
て
居
る
。
然
か
も
こ
の
教
育
の
普
及
と
進
歩
と
が
燦
然
た
る
明 

治
、
大
正
の
文
化
の
原
動
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
顧
み
る
な
ら
ば
、 

今
日
文
部
省
が
学
制
頒
布
五
十
年
祭
の
祝
典
を
挙
げ
る
こ
と
は
頗 

      

然
る
に
同
四
年
七
月
十
八
日
大
学
を
廃
し
て
文
部
省
を
置
き
江
藤 

新
平
氏
が
文
部
大
輔
と
な
っ
た
が
、
同
月
二
十
八
日
大
木
喬
任
氏 

が
文
部
卿
と
な
ら
れ
、
江
藤
氏
は
半
ケ
月
許
り
で
八
月
四
日
他
に 

転
じ
た
の
で
あ
る
。
大
木
就
任
の
後
教
育
制
度
の
全
躰
に
渡
り
極 

め
て
包
括
的
な
規
程
を
造
り
上
げ
、
い
よ
い
よ
五
年
八
月
所
謂
学 

制
の
名
の
下
に
之
を
頒
布
し
た
の
で
あ
る
。
之
と
同
時
に
太
政
官 

は
布
告
と
し
て
学
問
普
及
に
関
す
る
被
仰
出
書
を
公
に
し
た
。
而 

し
て
此
の
布
告
を
発
し
た
る
は
八
月
二
日
の
日
附
で
あ
る
。
な
お 

文
部
大
臣
は
八
月
三
日
の
日
附
を
以
て
学
制
頒
布
の
布
達
を
発
し 

て
居
る
。
当
時
は
ま
だ
太
陰
暦
を
用
い
て
居
た
か
ら
之
を
太
陽
暦 

に
換
算
す
る
と
き
八
月
三
日
は
今
の
暦
の
九
月
五
日
に
当
る
と
云 

ふ
こ
と
で
あ
る
。
学
制
に
は
大
中
小
学
区
の
事
、
学
校
の
事
、
教 

育
の
事
、
教
員
の
事
、
生
徒
及
授
業
の
事
、
海
外
留
学
生
規
則
の 

事
、
学
制
規
則
の
事
等
諸
般
の
事
項
が
定
め
ら
れ
て
あ
り
、
其
理 

想
の
悠
遠
に
し
て
規
模
頗
る
雄
大
な
こ
と
は
賢
明
の
至
り
で
あ 

る
。
当
時
と
し
て
は
非
常
な
英
断
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
学
制
が 

頒
布
せ
ら
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
教
育
制
度
は
幾
多
の
変
遷
を
な 

し
、
其
内
容
に
於
て
も
驚
く
程
の
変
革
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
其
時 

の
人
々
が
時
勢
に
適
応
す
る
や
う
に
改
革
を
加
へ
て
誤
る
こ
と
が 

な
か
っ
た
と
云
ふ
こ
と
に
帰
す
る
と
思
ふ
。
例
へ
ば
明
治
二
十
七 

る
意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
ふ
。
翻
っ
て
明
治
新
政
府
が
学
制
を
頒 

布
す
る
に
至
る
ま
で
の
努
力
の
跡
を
考
へ
る
に
、
明
治
元
年
山
内 

豊
信
侯
が
秋
月
種
樹
氏
等
に
命
じ
て
学
制
を
査
定
せ
し
め
た
の
を 

第
一
着
手
と
し
、
尋つ

い
で
山
内
侯
知
学
事
、
秋
月
氏
は
副
知
学
事 

と
し
て
学
制
の
取
調
に
当
ら
れ
た
。
仝
く
二
年
五
月
に
は
学
校
判 

事
森
有
礼
氏
学
校
権
判
事
で
加
藤
弘
之
氏
等
が
取
調
掛
を
命
ぜ
ら 

れ
て
居
る
。
恐
ら
く
は
此
等
の
人
々
の
取
調
の
結
果
を
纏
め
た
も 

の
で
あ
ら
う
。同
じ
く
三
年
二
月
に
は
大
学
規
則
が
定
め
ら
れ
た
。 

此
の
規
則
は
十
分
実
施
せ
ら
る
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
又
其
間
に 

学
制
の
取
調
べ
や
視
察
の
た
め
に
種
々
の
人
を
外
国
に
遣
は
し
て 

居
る
。
例
え
ば
同
じ
く
三
年
十
二
月
に
は
小
倉
処
平
氏
が
学
制
取 

調
べ
の
為
に
英
国
に
遣
は
さ
れ
、
同
年
十
月
に
は
文
部
大
臣
大
丞 

田
中
不
二
麿
氏
が
全
権
大
使
附
属
理
事
官
と
し
て
欧
米
各
国
へ
差 

遣
せ
ら
れ
、
長
与
兼
継
、
中
島
永
元
の
二
氏
は
更
に
其
随
行
を
仰 

せ
付
け
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
頃
に
於
け
る
文
教
の
監
督
官
庁
と
申 

せ
ば
、
明
治
元
年
六
月
二
十
九
日
に
政
府
は
徳
川
幕
府
所
設
の
昌 

平
学
校
を
復
興
し
、
同
じ
く
二
年
六
月
十
五
日
之
を
大
学
校
と
改 

め
、
同
年
十
二
月
十
七
日
更
に
之
を
大
学
と
改
め
た
が
、
当
時
の 

大
学
は
学
校
た
る
と
同
時
に
教
育
事
務
の
監
督
官
庁
で
あ
っ
た
。 

随
っ
て
大
学
別
当
は
後
の
文
部
大
臣
に
相
当
す
る
の
で
あ
っ
た
。 

      

八
年
戦
役
の
後
に
は
、
将
来
の
国
運
の
趨
勢
を
察
し
て
実
業
学
校 

令
を
設
け
、
更
に
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
の
後
に
は
国
民
教
育
の 

光
栄
を
期
す
る
意
味
か
ら
、
義
務
教
育
の
延
長
を
実
行
し
、
欧
州 

戦
乱
に
際
会
し
て
は
国
民
の
教
育
を
更
に
一
層
高
か
ら
し
む
る
の 

必
要
を
認
め
て
大
学
校
令
等
を
制
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
朝
野
協 

力
し
て
教
育
制
度
の
革
新
と
内
容
の
充
実
に
力
を
注
い
だ
の
で 

あ
っ
た
。
今
日
我
が
国
の
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
実
状
と
を
見 

る
な
ら
ば
、
如
何
に
国
民
が
熱
心
に
忠
実
に
教
育
の
振
興
に
奮
闘 

し
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

さ
り
と
て
我
が
国
の
現
状
を
以
て
完
全
な
る
も
の
と
認
む
る
こ 

と
は
出
来
な
い
。
教
育
の
内
容
実
質
は
今
日
益
々
革
新
し
充
実
せ 

し
む
る
の
時
期
で
あ
ら
う
。
即
ち
明
治
五
年
の
学
制
頒
布
に
対
し 

太
政
官
か
ら
の
被
仰
出
書
の
中
に
記
せ
ら
る
る
「
自
今
以
後
一
般 

の
人
民
必
ず
邑
に
不
学
の
戸
な
く
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ざ 

る
可
ら
ざ
る
も
の
な
り
」
と
の
精
神
を
徹
底
せ
し
め
、
教
育
勅
語 

に
宣
せ
ら
れ
給
ふ
如
く
に
国
民
個
々
の
知
能
を
啓
発
し
徳
器
を
成 

就
し
て
健
全
な
国
民
の
養
成
こ
そ
急
務
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
斯 

く
觀
じ
て
教
育
が
凡
ゆ
る
文
化
の
原
動
力
で
あ
る
以
上
、
今
後
我 

が
国
運
の
発
展
の
為
に
五
十
年
を
劃
世
期
と
し
て
、
明
治
大
帝
及 

び
今
上
陛
下
の
教
育
に
対
す
る
聖
慮
に
副
ひ
奉
る
と
共
に
、
学
制 
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頒
布
以
来
の
教
育
行
政
に
関
与
し
た
人
々
及
び
野
に
在
っ
て
教
育 

に
従
事
し
た
人
々
の
偉
大
な
る
功
労
を
思
っ
て
、
朝
野
を
問
は
ず 

益
々
教
育
の
振
興
革
新
を
図
り
た
い
と
望
む
次
第
で
あ
る
云
々
。 

 

以
上
は
文
部
大
臣
鎌
田
栄
吉
氏
が
学
制
頒
布
五
十
年
記
念
式
上 

で
の
演
説
で
す
が
本
島
教
育
史
の
参
考
に
も
な
る
を
以
て
玆
に
附 

記
し
、
且
つ
左
の
一
篇
も
福
岡
県
立
図
書
館
長
伊
東
氏
の
同
時
の 

演
説
な
る
も
記
し
て
以
て
後
覚
の
士
の
参
考
に
資
せ
ん
と
す
。
乞 

ふ
諒
せ
ら
れ
よ
。 

 

九
州
最
初
の
小
学
校
、
一
校
の
生
徒
僅
か
に
三
十
名
、
学
制
頒 

布
は
明
治
五
年
、其
頃
九
州
は
第
五
大
学
区
で
長
崎
、佐
賀
、三
潴

み
ず
ま

、 

田
川
、
鹿
児
島
、
宮
崎
、
大
分
、
福
岡
、
小
倉
の
九
県
に
分
れ
て 

居
た
。
三
瀦
は
筑
後
、
田
川
県
は
肥
後
、
小
倉
県
は
豊
前
で
、
後 

に
三
潴
、
小
倉
の
二
県
は
福
岡
に
合
併
し
た
。
明
治
五
年
に
創
立 

の
小
学
校
は
非
常
に
尐
い
。
明
治
六
年
の
九
州
全
体
の
小
学
校
数 

は
僅
か
に
六
八
〇
、
教
員
数
は
一
九
一
六
人
、
生
徒
数
は
八
四
五 

三
八
人
で
、
人
口
百
人
に
付
就
学
生
徒
が
一
・
八
六
と
言
ふ
有
様 

で
あ
っ
た
。
明
治
七
年
に
は
校
数
は
ず
っ
と
多
く
な
っ
た
。
即
ち 

九
州
全
体
小
学
校
数
は
二
四
四
七
校
、
教
員
数
は
四
二
七
八
人
、 

生
徒
数
は
一
六
六
三
四
六
人
、
人
口
百
人
に
就
学
生
徒
数
三
・ 

三
〇
と
な
っ
て
居
る
。
右
の
数
字
で
知
る
様
に
、
当
時
は
学
校
数 

      

な
ら
ば
、
一
日
で
も
早
く
着
手
す
る
が
得
策
で
あ
る
。（
中
略
） 

 
 
 

 
 
 

維
新
後
公
立
小
学
校
の
嚆
矢 

 

明
治
八
年
中
本
島
和
泊
村
に
仮
学
校
壱
ヶ
所
新
設
、
全
島
共
有 

の
与
人
地
と
云
ふ
も
の
を
学
田
と
し
て
学
資
に
充
て
、
子
弟
教
育 

の
方
法
は
稍
や
確
定
す
と
雖い

え

ど
も
、
師
員
不
足
、
生
徒
不
進
、
且 

和
泊
を
除
く
の
外
、
各
村
に
至
っ
て
は
未
だ
就
学
の
者
一
人
も
あ 

ら
ず
。
然
る
に
同
十
年
八
月
以
来
、
教
育
の
道
は
一
日
も
欠
可
ら 

ざ
る
を
屢
説
諭
し
、
人
民
大
に
其
旨
を
領
し
、
終
に
各
村
小
学
校 

新
設
、
子
女
就
学
の
志
願
申
出
、
随
て
人
民
よ
り
学
校
用
と
し
て 

地
所
・
家
屋
・
金
穀
等
を
寄
附
す
る
に
至
る
。
仌よ

つ

て
凡
土
地
の
便 

宜
を
計
り
、
同
年
十
二
月
迄
に
新
に
十
六
の
仮
学
校
を
創
立
し 

和
泊
を
加
へ
て
拾
七
校
と
な
し
、
従
来
師
員
及
び
漢
字
の
力
あ
る 

も
の
を
以
て
適
宜
に
師
員
と
な
し
、各
所
の
仮
校
へ
生
徒
を
入
れ
、 

文
部
の
正
則
に
傚な

ら

ひ
授
業
す
。
其
の
拾
七
の
小
学
校
新
設
の
儀
は 

仝
年
仝
月
本
県
へ
伺
出
尋つ

い

で
許
可
と
な
り
、
同
十
一
年
の
春
本
県 

よ
り
教
員
一
名
を
雇
入
（
其
氏
名
を
飯
田
安
治
と
い
ふ
。）
従
来 

の
師
員
或
は
優
等
の
生
徒
を
以
て
教
則
を
伝
習
さ
せ
、
其
者
共
を 

漸
次
又
は
同
心
得
申
付
、
凡
半
年
期
を
以
て
各
校
へ
派
遣
す
。
和 

泊
校
に
て
教
員
の
外
事
務
掛
り
の
も
の
あ
り
て
、
各
校
の
会
計
其 

も
尐
く
又
生
徒
も
尐
い
。
一
校
一
教
員
に
生
徒
二
～
三
十
人
と
い 

ふ
や
う
な
学
校
は
沢
山
あ
っ
た
。 

 

明
治
七
年
の
九
州
各
県
の
人
口
は
左
の
通
り
。 

 

長
崎
六
六
三
三
七
四
、
佐
賀
四
八
六
九
六
八
、
三
潴
三
九
六
九 

〇
三
で
あ
る
。 

 

三
潴
、
鹿
児
島
は
差
が
な
い
。
即
ち
此
の
二
県
の
学
校
は
大
抵 

明
治
六
年
に
出
来
揃
っ
た
の
で
あ
る
。
其
他
の
諸
県
は
差
が
多
い 

か
ら
其
の
差
だ
け
は
明
治
七
年
の
新
設
と
見
做
さ
れ
る
。
中
に
も 

長
崎
は
四
二
が
二
七
二
と
な
り
、
福
岡
は
二
八
が
三
二
五
と
な
っ 

て
居
る
。
即
ち
此
二
県
は
明
治
六
年
ま
で
は
至
っ
て
校
数
が
尐
な 

か
っ
た
が
、
明
治
七
年
に
至
っ
て
俄
か
に
激
増
し
た
と
い
ふ
こ
と 

に
な
る
。 

 

明
治
七
年
の
学
校
は
校
名
・
所
在
地
・
男
女
生
徒
数
・
男
女
教 

員
数
な
ど
記
録
に
残
っ
て
居
る
。
但
し
鹿
児
島
県
だ
け
は
記
録
が 

な
い
。
県
或
は
都
市
な
ど
で
、
学
制
頒
布
五
十
年
記
念
と
し
て
、 

地
方
教
育
沿
革
史
の
編
纂
に
着
手
し
て
居
る
処
が
幾
処
も
あ
る
や 

う
だ
が
、
こ
れ
は
実
に
良
い
計
画
で
あ
る
。
今
の
内
な
ら
ば
長
く 

教
職
に
あ
る
人
、
或
は
あ
っ
た
人
か
ら
多
尐
昔
の
事
を
探
り
出
す 

便
宜
も
あ
る
が
、今
暫
く
す
る
と
其
便
宜
も
な
く
な
っ
て
し
も
う
。 

随
っ
て
其
記
録
も
亦
漸
次
な
く
な
る
か
ら
、
教
育
史
を
編
纂
す
る 

      

他
共
総
括
す
る
所
と
す
。
然
し
て
各
校
の
生
徒
は
春
秋
二
季
の
試 

験
例
規
に
依
り
施
行
し
、
亦
特
別
進
歩
の
者
は
、
二
季
の
中
間
に 

一
度
づ
つ
臨
時
試
験
を
な
す
。
不
勤
の
生
徒
は
時
々
説
諭
勉
励
さ 

せ
、
以
て
今
日
に
至
り
漸
次
進
歩
の
景
況
な
り
。
然
る
に
其
教
則 

中
島
民
に
於
い
て
実
用
不
適
当
の
廉
も
有
之
を
以
て
、
本
年
よ
り 

実
際
入
用
の
廉
の
み
重
に
教
へ
稍
適
宜
の
方
法
を
用
ふ
る
こ
と
と 

な
れ
り
。
学
校
の
名
称
並
に
生
徒
の
数
及
び
学
資
の
方
法
・
費
用 

の
請
払
又
は
現
今
教
師
給
料
其
他
左
の
如
し
。 

 

附
録(

学
校
の
休
日
は
年
始
・
歳
末
・
祝
祭
日
・
日
曜
日
の
外
製 

糖
の
頃
一
～
二
週
間
を
休
む
。其
為
暑
中
の
休
暇
を
減
す
る
な
り) 

 

但
本
文
十
七
校
と
雖
と
も
、
追
て
経
伺
の
上
和
泊
校
を
以
て
沖 

永
良
部
小
学
校
と
し
、
其
他
の
拾
六
校
を
分
校
と
改
称
せ
ば
百
事 

都
合
宜
し
か
る
べ
し
云
々
。 

  
 
 

学
校
・
名
称
・
位
置 

 
 
 
 
 
 

一 

小 

区 

一
、
和
泊
学
校 

生
徒
百
八
十
五
名 

 
 
 

但
和
泊
村
に
あ
り
、
但
下
等
小
学
校
よ
り
二
級
ま
で 

一
、
国
頭
学
校 

生
徒
六
十
三
名 

 
 
 

但
国
頭
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
六
級
ま
で 

526 527 



一
、
畦
布
学
校 

生
徒
二
十
六
名 

 
 

但
畦
布
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
六
級
ま
で 

一
、
花
実
学
校 

生
徒
二
十
一
名 

 
 

但
西
原
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
六
級
ま
で 

一
、
玈
城
学
校 
生
徒
三
十
四
名 

 
 

但
玈
城
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
七
級
ま
で 

一
、
内
城
学
校 

生
徒
三
十
二
名 

 
 

但
内
城
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
四
級
ま
で 

一
、
皆
川
学
校 

生
徒
七
十
一
名 

 
 

但
皆
川
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
四
級
ま
で 

 
 
 
 
 

二 

小 

区 

一
、
余
多
学
校 

生
徒
六
十
名 

 
 

但
余
多
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
五
級
ま
で 

一
、
平
川
学
校 

生
徒
四
十
三
名 

 
 

但
上
平
川
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
六
級
ま
で 

一
、
清
良
学
校 

生
徒
五
十
五
名 

 
 

但
芦
清
良
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
五
級
ま
で 

一
、
覚
知
学
校 

生
徒
六
十
名 

 
 

但
瀬
利
覚
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
五
級
ま
で 

一
、
徳
風
学
校 

生
徒
四
十
三
名 

      

一
、
金
壱
千
七
百
壱
円
廿
壱
銭
壱
厘 

外
に
六
百
八
拾
六
円
四
拾
弐
銭
三
厘 

 

田
家
代 

 

是
は
明
治
十
年
以
来
十
一
年
中
に
至
る
支
庁
官
員
並
産
糖 

 

買
受
商
人
及
全
島
人
民
合
人
員
千
拾
五
人
分
の
学
校
寄
附 

金
高 

一
、
金
百
九
拾
弐
円
弐
拾
弐
銭
五
厘 

 

是
は
明
治
十
年
分
文
部
省
補
助
金
、
十
一
年
に
受
く
る
。 

一
、
金
参
拾
壱
円
四
拾
銭
弐
厘 

 

是
は
明
治
十
一
年
貸
付
金
の
利
子 

合
計
金
九
千
四
百
八
拾
八
円
五
拾
五
銭
八
厘 

 

右
明
治
十
年
以
来
十
一
年
十
二
月
ま
で
学
校
に
受
く
る 

 

此
内 

 
 

金
弐
百
五
拾
参
円
九
拾
銭
九
厘 

 
 

米
六
石
七
升
八
合
六
勺 

 

是
は
明
治
十
年
中
学
校
諸
費
合
計 

金
弐
千
参
百
九
拾
参
円
拾
壱
銭
弐
厘 

 

是
は
明
治
十
一
年
中
諸
費
合
計 

 
 

内 

訳 

金
九
百
六
拾
八
円
六
十
九
銭
三
厘 

 

書
籍
器
械
費 

金
千
四
百
円
弐
拾
壱
銭
九
厘 

 
 
 

教
員
俸
給
其
他 

 
 
 

但
大
津
勘
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
六
級
ま
で 

 
 
 
 
 
 

三 

小 

区 

一
、
島
尻
学
校 

生
徒
四
十
八
名 

 
 

但
島
尻
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
六
級
ま
で 

一
、
田
皆
学
校 

生
徒
七
十
七
名 

 
 

但
田
皆
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
七
級
ま
で 

一
、
下
城
学
校 

生
徒
四
十
三
名 

 
 

但
下
城
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
六
級
ま
で 

一
、
後
蘭
学
校 

生
徒
四
十
一
名 

 
 

但
後
蘭
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
六
級
ま
で 

一
、
永
誉
学
校 

生
徒
三
十
一
名 

 
 
 

但
永
嶺
村
に
あ
り
、
但
八
級
よ
り
七
級
ま
で 

 

学
資
の
方
法
及
費
用
元
請
払
残 

但
勘
定
帳
と
小
異
り 

一
、
金
七
千
五
百
六
十
三
円
七
拾
弐
銭 

一
、
米
拾
四
石
三
斗
五
升
三
合
一
勺 

是
は
従
来
学
校
用
に
充
て
た
る
学
田
（
即
与
人
地
な
り
）
拾 

弐
町
六
反
四
畝
拾
弐
歩
売
払
代
価
並
共
有
社
倉
金
の
内
等
、 

人
民
協
議
に
依
り
学
校
資
本
と
な
す
分
明
治
十
一
年
学
校
に 

受
く
る
。 

       

米
六
斗
五
升 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
使
給
料 

 
 
 

差 

引 

 

残
金
六
千
八
百
四
拾
壱
円
五
拾
参
銭
一
厘 

 
 
 

内 

 

金
四
百
六
拾
弐
円
四
拾
四
銭
九
厘 

 

寄
附
金
未
納 

 

金
百
九
拾
弐
円
弐
拾
弐
銭
五
厘 

 
 

十
年
分
文
部
省
補
助
金 

 

金
五
千
七
百
拾
弐
円
九
拾
三
銭
弐
厘 

 
 

是
は
明
治
十
一
年
十
二
月
迄
に
地
所
抵
当
を
取
り
一
ヶ
月
元 

 
 

金
拾
円
に
付
金
拾
五
銭
宛
の
利
子
に
て
人
民
貸
付 

 

金
四
百
七
拾
参
円
九
拾
参
銭
壱
厘 

 
 

是
は
明
治
十
一
年
一
月
へ
の
越
高
現
在
金 

 

米
七
石
六
斗
弐
升
四
合
五
勺 

 
 

仝
十
一
年
一
月
へ
の
越
高 

 

右
貸
付
金
の
利
子
並
現
在
金
且
十
一
年
以
後
補
助
金
等
を
合
し 

て
此
以
降
の
学
資
に
宛
て
、別
段
課
出
を
要
せ
ざ
る
の
目
途
な
り
。 

然
し
て
毎
年
教
員
の
数
等
、
出
納
表
の
如
き
は
、 

 

学
事
年
報
仝
一
成
規
の
通
り
出
す
こ
と
と
す
。 

 

一
、
教
員 

 
 

九
人 

 
 

是
は
一
名
月
給
参
円
づ
つ
本
県
へ
届
済
の
分 

 

一
、
教
員
心
得 

二
十
六
名 
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是
は
一
名
給
弐
円
づ
つ
、
但
伝
習
生
等
を
以
て
支
庁
限
り
、 

 
 

適
宜
申
付
の
分 

 

一
、
教
員
手
当
金 

 
 

是
は
教
員
各
校
派
遣
の
節
、
路
程
に
応
じ
壱
人
前
金
四
拾
銭 

 
 

よ
り
壱
円
迄 

 

一
、
和
泊
事
務
所
小
使
壱
人 

但
事
務
員
は
副
戸
長
の
二
名
、 

 
 
 

教
員
の
内
二
名 

 
 

是
は
一
日
金
八
銭
づ
つ
、
資
本
の
内
よ
り
支
給 

 

一
、
茶
百
五
拾
目 

 
 

是
は
和
泊
事
務
所
使
用
、
資
本
よ
り
払
ふ
。 

 

一
、
壱
校
毎
に
小
仕
壱
人
づ
つ 

 

拾
六
人 

 
 

此
給
料
米
弐
石
五
斗
或
は
三
石
、其
掛
り
の
村
々
よ
り
出
す
。 

 

一
、
種
子
油
三
勺 

 
 

但
一
夜
分 

 

一
、
柴
薪
拾
五
占 

 
 

但
一
ヶ
月
分 

 

一
、
茶
百
二
十
五
匁 

 

但
一
ヶ
月
分 

 

一
、
菜
三
斤 

 
 
 
 

但
一
人
一
日
分 

 

右
は
和
泊
学
校
を
除
き
外
十
六
校
は
教
員
派
出
詰
切
に
付
き
、 

其
学
校
掛
り
の
村
々
よ
り
出
す
。 

 

前
述
の
如
く
全
島
を
三
小
区
に
区
分
し
、
一
小
区
は
和
泊
校
外 

六
ヶ
校
、
二
小
区
は
余
多
学
校
外
四
ヶ
校
、
三
小
区
は
後
蘭
学
校 

       

明
治
十
一
年
五
月
に
は
、
鹿
児
島
の
教
員
即
ち
宮
崎
県
延
岡
の 

人
飯
田
安
治
氏
を
聘
用
し
て
沖
永
良
部
島
伝
習
所
を
設
け
、
下
等 

小
学
校
授
業
法
を
伝
習
せ
し
め
、
而
し
て
同
じ
く
十
三
年
六
月
に 

は
、
東
京
師
範
出
身
の
（
現
代
の
高
等
師
範
卒
業
、
各
府
県
よ
り 

の
選
抜
生
）
長
崎
県
人
石
井
忠
世
氏
が
、
沖
縄
県
師
範
学
校
へ
奉 

職
赴
任
の
途
中
、
大
島
名
瀬
に
て
依
頼
聘
用
し
、
和
泊
伝
習
所
に 

て
上
等
小
学
全
科
を
卒
業
せ
し
め
た
り
き
。
附
、
石
井
氏
は
流
石 

は
長
崎
県
の
秀
才
に
し
て
、
普
通
学
の
実
力
抱
負
な
り
き
。
然
し 

て
文
才
に
長
じ
、
殊
に
物
理
・
化
学
及
数
学
は
最
も
得
意
の
方
な 

り
。
後
年
に
至
り
佐
賀
県
師
範
学
校
の
教
諭
と
な
り
き
。 

 

明
治
十
五
年
に
は
初
等
・
中
等
・
高
等
の
三
学
科
の
科
程
を
課 

せ
ら
れ
、
学
科
高
尚
と
な
り
、
東
洋
の
漢
字
時
代
復
興
せ
り
き
。 

然
る
に
惜
い
哉
、
明
治
十
六
年
二
月
、
全
島
文
学
の
中
心
と
も
言 

は
れ
る
和
泊
学
校
は
、
近
隣
よ
り
類
焼
し
て
烏
有
に
帰
し
、
翌
明 

治
十
七
年
五
～
六
月
、
二
階
建
の
校
舎
を
新
築
す
。
然
し
て
明
治 

十
七
年
六
月
新
校
舎
に
て
、
本
県
教
員
検
定
試
験
施
行
、
同
じ
く 

九
月
三
十
日
付
き
に
て
教
員
免
許
状
下
附
せ
ら
る
。 

 

こ
れ
本
県
教
員
検
定
試
験
本
島
に
て
施
行
の
嚆
矢
と
す
。
然
し 

て
昨
年
は
初
等
科
及
び
中
等
科
通
じ
て
、
教
科
免
許
状
を
得
た
る 

者
多
か
り
し
が
、
仝
じ
く
拾
八
年
七
月
の
受
験
に
て
、
仝
十
八
年 

外
四
ヶ
校
、
全
島
の
学
校
拾
七
校
に
し
て
、
其
教
員
数
参
拾
五
名 

 

（
教
員
数
九
名
、
教
員
心
得
二
十
六
名
）、
生
徒
計
九
百
三
十
三 

名
な
り
。
而
し
て
教
員
の
俸
給
は
一
名
に
付
一
ヶ
月
金
参
円
、
教 

員
心
得
は
一
名
一
ヶ
月
金
弐
円
づ
つ
な
り
。
然
し
て
教
員
俸
給
の 

支
払
及
其
他
諸
雑
品
購
入
の
出
納
等
に
至
る
ま
で
、
総
て
の
事
務 

は
和
泊
学
校
に
て
こ
れ
を
な
す
と
雖

い
え
ど

も
、
管
理
者
各
学
区
担
任 

の
戸
長
こ
れ
を
な
す
。
又
三
小
区
域
に
は
学
校
監
督
な
る
も
の
あ 

り
て
こ
れ
を
監
督
す
。
即
ち
一
小
区
の
監
督
者
は
手
々
知
名
の 

①

町
田
実
義
、
二
小
区
は
余
田
の
安
田
蘇
泉
、
三
小
区
は
久
志
検 

の
②

沖
久
清
照
の
三
名
な
り
き
。
此
の
三
名
は
各
担
当
の
学
校
監 

督
者
に
し
て
、
又
学
校
の
区
域
内
に
も
学
務
委
員
な
る
も
の
あ
り 

て
、
欠
席
児
童
の
奨
励
及
び
其
父
兄
の
説
明
等
を
な
し
て
勧
学
の 

方
針
を
と
れ
り
。
此
の
学
区
域
の
学
務
委
員
な
る
も
の
は
、
各
学 

区
内
の
有
力
な
る
有
志
者
を
以
て
こ
れ
に
任
じ
名
誉
職
と
す
。
斯 

く
の
如
く
に
し
て
、
明
治
十
年
十
二
年
迄
に
新
正
則
小
学
校
の
名 

称
を
用
ひ
、
上
等
下
等
の
二
科
に
編
制
し
、
明
治
教
育
の
根
底
基 

礎
を
堅
め
方
針
を
確
定
し
て
、
文
部
省
の
方
針
に
則
り
、
所
謂
村 

に
学
ば
ざ
る
戸
な
く
家
に
学
ば
ざ
る
人
な
し
と
懇
諭
し
、
大
に
児 

童
の
父
兄
も
其
御
趣
旨
を
体
し
、
薩
摩
の
柱
に
縛
が
れ
た
る
犬
が
放 

飼
さ
れ
た
る
が
如
く
、教
育
に
は
奮
発
勉
励
し
て
向
上
発
展
せ
り
。 

      

七
月
十
六
日
付
き
を
以
て
、
中
等
の
全
科
免
許
状
及
初
等
科
の
全 

科
及
び
数
科
免
許
状
を
得
た
る
も
の
多
か
り
き
。 

 

明
治
二
十
年
に
は
和
泊
方
の
和
泊
学
校
、東
方
の
覚
知
学
校（
改 

め
て
知
名
学
校
と
称
す
）、
こ
の
二
校
に
は
尋
常
小
学
校
と
称
し
、 

和
泊
学
校
に
は
、
尋
常
小
学
校
と
沖
永
良
部
高
等
小
学
校
と
を
分 

立
し
、
他
校
は
総
て
簡
易
科
小
学
校
と
称
し
、
一
日
三
時
間
の
教 

授
を
な
せ
ば
可
な
り
と
す
。
土
地
の
状
況
に
依
り
事
情
の
許
さ
ざ 

る
場
合
は
、
夜
間
に
て
も
三
時
間
の
教
授
を
な
せ
ば
可
な
り
と
。 

 

明
治
二
十
七
年
本
郡
に
新
小
学
校
令
実
施
せ
ら
れ
、
其
結
果
花 

実
学
校
は
廃
止
せ
ら
れ
、
其
学
区
域
の
内
、
西
原
は
国
頭
尋
常
小 

学
校
に
、
出
花
及
畦
布
校
は
廃
せ
ら
れ
て
、
和
泊
尋
常
小
学
校
と 

併
合
せ
ら
れ
、
而
し
て
和
泊
尋
常
小
学
校
は
校
舎
の
狭
隘
を
告
げ 

増
築
す
る
に
至
る
。 

 

此
の
時
玈
城
学
校
及
び
皆
川
学
校
の
二
校
は
併
合
し
て
、
新
に 

大
城
尋
常
小
学
校
を
新
築
す
。
又
永
誉
校
及
び
後
蘭
の
二
校
は
内 

城
学
校
と
併
合
し
て
内
城
の
上
原
に
新
築
し
こ
れ
を
内
城
尋
常
小 

学
校
と
称
す
。
然
し
て
余
多
・
清
良
の
二
校
は
廃
止
し
て
、
平
川 

学
校
と
併
合
し
て
、
下
平
川
の
吉
川
に
新
築
し
、
こ
れ
を
下
平
川 

尋
常
小
学
校
と
称
す
。
清
良
学
校
の
一
部
黒
貫
と
、
徳
風
学
校
の 

廃
止
せ
ら
れ
て
其
一
部
な
る
屋
子
母
を
も
合
併
し
て
、
覚
知
学
校 

530 531 



の
名
称
は
廃
し
て
知
名
尋
常
小
学
校
と
称
し
、
大
な
る
小
学
校
は 

新
築
せ
ら
れ
た
り
き
。 

 

徳
風
学
校
の
一
部
徳
時
・
大
津
勘
の
二
ケ
村
は
、
島
尻
校
に
併 

合
し
て
島
尻
尋
常
小
学
校
の
学
区
域
内
に
属
す
る
に
至
れ
り
。
然 

し
て
田
皆
尋
常
小
学
校
の
み
は
、
単
に
田
皆
簡
易
小
学
校
よ
り
田 

皆
尋
常
小
学
校
と
昇
格
せ
し
に
止
り
し
が
、
下
城
簡
易
小
学
校
は 

上
城
村
へ
移
転
し
、
従
っ
て
其
名
も
上
城
尋
常
小
学
校
と
改
称
せ 

り
き
。
明
治
三
十
一
年
八
月
の
大
風
に
は
、
各
学
校
共
大
破
損
の 

害
を
蒙
り
し
が
、
就
中
最
も
甚
し
か
り
し
は
和
泊
尋
常
高
等
小
学 

校
及
び
下
平
川
尋
常
小
学
校
並
に
知
名
尋
常
小
学
校
の
三
校
は
殊 

に
甚
し
か
り
き
。
然
し
て
明
治
三
十
三
年
十
一
月
和
泊
尋
常
小
学 

校
は
新
設
、
同
じ
く
三
十
四
年
九
月
竣
工
、
現
代
の
和
泊
高
等
小 

学
校
の
北
校
舎
な
り
。 

 

明
治
四
十
一
年
四
月
に
は
男
子
尋
常
高
等
小
学
校
と
女
子
尋
常 

高
等
小
学
校
と
和
泊
に
は
分
立
せ
し
が
、
幾
何
も
な
く
同
じ
く
四 

十
四
年
六
月
一
日
に
は
又
も
や
二
校
併
合
し
て
、
目
下
和
泊
尋
常 

高
等
小
学
校
と
称
す
る
に
至
れ
り
き
。 

 

我
が
国
の
文
化
は
実
に
旭
日
登
天
の
勢
を
以
て
、
駿
々
乎
と
進 

歩
し
、
本
島
の
如
き
も
大
正
九
年
に
は
下
平③

川
尋
常
小
学
校
と
田 

皆
尋
常
小
学
校
に
は
高④

等
科
を
併
置
し
、
同
じ
く
十
年
に
は
尋
い 

      

誌
」
に
は
、
次
の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

明
治
十
年
十
一
月
根
折
村
に
根
折
小
学
校
、
玈
城
村
に
玈
城
小 

 

学
校
、
皆
川
・
大
城
・
古
里
の
三
ヶ
村
を
以
っ
て
皆
川
村
に
皆 

 

川
小
学
校
を
創
立
し
、以
っ
て
教
養
の
道
を
開
き
た
り
。（
中
略
） 

 

明
治
十
九
年
学
制
に
又
変
更
あ
り
て
、
小
学
校
を
分
て
尋
常
・ 

 

高
等
の
二
等
と
す
。
夫
れ
よ
り
根
折
小
学
校
を
廃
し
て
、
玈
城 

 

小
学
校
に
合
併
し
て
玈
城
簡
易
科
小
学
校
と
改
称
し
、
皆
川
小 

 

学
校
を
皆
川
簡
易
科
小
学
校
と
改
称
（
後
略
） 

⑥
和
泊
町
内
九
小
学
校
跡
地
の
位
置
・
地
名
・
現
所
有
者
名 

（
学
校
名
） 

 

（
位 

置
） 

（
地
名
） 

 

（
現
所
有
者
名
） 

和
泊
学
校 

前
田
商
店
付
近 

 
 
 
 
 
 
 

前
田
精
造
氏
外 

国
頭
学
校 

暗ク
ラ

川ゴ
ー

の
南 

 
 
 

学
校
敷

ガ
ツ
コ
ウ
シ
キ 
 

脇
田
新
保
氏
（
宅
地
） 

花
実
学
校 

西
原
西
溜

イ
ー
ダ
ミ

池チ

の
東 

学
校
敷 

 
 

久
留
秀
元
氏
（
畑
） 

畦
布
学
校 

山
崎
商
店
南 

 
 

学
校
敷 

 
 

三
島
義
徳
氏
（
畑
） 

〃
（
移
転
）
旧
公
民
館
の
東 

 

学
校
の
家ヤ 

 

三
島
朝
重
氏
（
宅
地
） 

根
折
学
校 

根
折
字
南 

 
 
 

学
校
の
家ヤ 

 

池
田
達
彦
氏
（
宅
地
） 

玈
城
学
校 

玈
城
字
公
民
館 

 

学
校
敷 

 
 

玈
城
字 

皆
川
学
校 

皆
川
充
氏
宅
南 

 

学
校
敷 

 
 

皆
川
忠
造
氏
（
畑
） 

内
城
学
校 

平
田

ヒ
ヤ
ダ

川ゴ
ー 

 
 
 
 

学
校
敷 

 
 

種
子
島
憲
治
氏
（
宅
地
） 

後
蘭
学
校 

平 

隆
男
氏
宅 

 
 
 
 
 
 
 

平 

隆
男
氏
（
宅
地
） 

で
内
城
・
大
城
・
国
頭
の
各
尋
常
小
学
校
に
も
高
等
科
を
併
置 

し
、
孰
れ
も
尋
常
小
学
校
よ
り
尋
常
高
等
併
置
の
小
学
校
に
昇
格 

せ
り
き
。 

  
 
 

（
補
注
） 

①
町
田
実
義
―
手
々
知
名
、
町
田
定
美
氏
祖
父
。 

②
沖
久
清
照
―
知
名
町
久
志
検
、
沖
久
清
茂
氏
の
父
。 

③
平
川
小
学
校
は
明
治
三
十
年
下
平
川
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ 

 

た
。 

④
高
等
科
併
置
に
つ
い
て 

 
 

原
文
に
は
高
等
科
併
置
年
月
目
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、 

 

下
平
川
・
田
皆
両
尋
常
小
学
校
に
は
大
正
九
年
四
月
二
日
に
、 

 

内
城
・
大
城
・
国
頭
尋
常
小
学
校
に
は
大
正
十
年
四
月
一
日 

 

に
、
上
城
・
住
吉
の
両
尋
常
小
学
校
に
は
大
正
十
四
年
四
月
一 

 

日
に
並
置
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

な
お
明
治
二
十
三
年
十
一
月
和
泊
に
沖
永
良
部
高
等
小
学
校 

 
が
増
置
さ
れ
、
明
治
三
十
三
年
十
一
月
に
は
和
泊
高
等
小
学
校 

 

と
知
名
高
等
小
学
校
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。 

⑤
根
折
学
校 

 
 

原
文
に
は
根
折
学
校
の
名
称
は
な
い
が
、「
大
城
小
学
校
沿
革 

      

永
誉
学
校 

永
嶺
・
瀬
名
間 

 

学
校
敷 

 

宮
永
清
秋
氏
（
畑
地
） 

  

○ 

花
実
学
校
の
思
い
出 

 
 

西
原
字 

 

村
（
注
）

山
上
美 

 

私
は
花
実
学
校
の
一
年
生
と
し
て
入
学
し
た
。
学
校
の
位
置
は 

西
原
の
西
溜

イ
ー
ダ
ミ

池チ

の
東
側
で
通
称
学
校
敷

ガ
ッ
コ
ウ
シ
チ

と
呼
ば
れ
て
い
る
土
地 

（
現
在
久
留
秀
元
氏
所
有
の
畑
）
に
あ
っ
た
。
私
の
同
級
生
は
東 

徳
成
氏
（
東
一
吉
氏
の
父
）
や
名
越
西
道
氏
（
旧
国
頭
国
民
学
校 

教
諭
名
越
八
重
氏
の
父
）
ら
五
～
六
名
で
し
た
。
全
員
西
原
字
の 

男
子
だ
け
で
出
花
字
の
人
は
居
な
か
っ
た
。
年
齢
も
ま
ち
〳
〵
で 

三
～
四
歳
く
ら
い
も
年
の
違
う
者
が
同
時
に
一
年
生
と
し
て
入
学 

し
た
。
花
実
学
校
の
在
校
生
は
一
年
生
だ
け
で
二
年
生
以
上
は
一 

人
も
居
な
か
っ
た
。
先
生
は
伊
地
知
季
彦
先
生
（
和
泊
字
、
伊
地 

知
芳
子
氏
祖
父
）
一
人
っ
き
り
で
あ
っ
た
。
伊
地
知
先
生
は
鼻
が 

赤
か
っ
た
の
で
、
児
童
た
ち
は
赤
鼻

ア
ー
バ
ナ

先
生
と
そ
の
あ
だ
名
を
呼
ん 

で
親
し
ん
で
い
た
。
小
使
さ
ん
も
居
な
い
学
校
で
あ
っ
た
。
校
地 

面
積
は
約
一
反
歩
く
ら
い
で
し
た
。
学
校
は
二
間
半
角
の
カ
ヤ
葺 

き
カ
ヤ
壁
の
家
で
、
土
間
に
木
製
の
机
・
腰
掛
が
数
脚
並
べ
ら
れ 

て
い
た
。
飲
料
水
の
用
意
も
な
か
っ
た
の
で
、
附
近
の
家
で
も
ら
っ 

て
飲
ん
だ
り
、
自
宅
ま
で
駆
け
戻
っ
て
飲
ん
だ
り
し
て
い
た
。 

 

母
の
手
織
り
の
着
物
に
黒
い
帯
を
し
め
て
裸
足
で
登
校
し
た
。 
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ノ
ー
ト
や
鉛
筆
は
な
か
っ
た
の
で
、
石
板
と
石
筆
を
使
っ
て
勉
強 

し
、
石
板
の
字
を
消
す
と
き
は
拭フ

き
と
い
う
布
を
使
用
し
た
。
石 

筆
は
落
と
す
と
す
ぐ
折
れ
る
の
で
大
変
困
っ
た
。 

 

一
年
修
了
と
同
時
に
花
実
学
校
は
廃
校
と
な
り
、
自
分
た
ち
は 

全
員
揃
っ
て
和
泊
尋
常
小
学
校
の
一
年
に
再
入
学
し
た
。
和
泊
尋 

常
小
学
校
に
入
学
し
た
の
は
自
分
た
ち
ま
で
で
、
自
分
た
ち
の
一 

年
後
輩
か
ら
は
国
頭
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
た
。 

 

修
身
・
読
み
方
・
書
き
方
・
綴
り
方
・
算
術
・
唱
歌
等
の
教
科 

に
つ
い
て
勉
強
し
た
。当
時
は
お
金
が
な
く
て
教
科
書
が
買
え
ず
、 

他
人
の
教
科
書
を
借
り
、
そ
れ
を
写
本
し
て
間
に
あ
わ
せ
る
人
が 

多
か
っ
た
。
私
の
家
で
も
妹
が
一
年
に
入
学
し
た
と
き
、
他
人
の 

教
科
書
を
借
り
て
来
て
、
自
分
が
数
日
か
か
っ
て
写
本
し
、
そ
れ 

を
妹
に
持
た
せ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。 

 

(注)  

村
山
上
美
―
明
治
二
十
二
年
九
月
五
日
生
。
西
原
出
身
。 

 
 
 
 

村
山
中
生
氏
の
父
。
旧
西
原
字
区
長
。
旧
国
頭
国
民
学
校 

 
 
 
 

教
頭
村
山
上
信
氏
の
兄
。 

  

(二) 

和
泊
小
学
校
の
沿
革 

1 

和
泊
高
等
小
学
校
沿
革
誌
（
明
治
三
十
三
年
十
一
月
）
に
は 

      

り
て
、
仝
時
に
三
重
県
人
丸
山
徳
三
氏
校
長
と
し
て
赴
任
せ
ら
れ 

て
、
茲
に
漸
く
高
等
科
教
育
の
基
礎
を
見
る
を
得
た
り
。
当
初
の 

学
級
は
一
学
年
一
級
に
し
て
生
徒
六
十
余
名
な
り
し
も
、
或
は
死 

亡
し
、
或
は
退
校
し
、
明
治
二
十
六
年
第
一
回
卒
業
証
書
を
与
へ 

し
は
四
十
七
名
な
り
き
。
仝
年
七
月
丸
山
校
長
辞
任
し
た
れ
ば
、 

後
任
と
し
て
本
県
人
山
下
孫
十
郎
氏
来
校
せ
ら
れ
、
鋭
意
進
取
其 

業
に
従
ひ
、
明
治
三
十
一
年
迄
第
四
回
七
十
五
名
の
卒
業
生
を
出 

し
て
、
其
年
十
月
辞
職
せ
ら
れ
た
り
。 

 

従
前
和
泊
尋
常
小
学
校
と
本
校
と
は
、
校
舎
を
同
ふ
し
て
並
置 

の
姿
を
爲
し
た
り
し
が
、
明
治
二
十
七
年
八
月
県
令
第
五
十
三
号 

を
以
て
、
明
治
二
十
三
年
の
学
令
に
則
る
べ
き
旨
布
告
せ
ら
る
ゝ 

や
、
校
舎
敷
地
共
に
狭
隘
を
告
げ
て
、
本
令
の
要
求
に
応
ず
る
こ 

と
能
は
ざ
る
を
以
て
、三
十
年
四
月
宏
大
な
る
校
を
舎
を
竣
工
し
、 

和
泊
尋
常
小
学
校
は
移
転
す
る
に
至
り
た
り
。
然
る
に
本
校
は
依 

然
と
し
て
旧
態
を
脱
す
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
を
、
剰
さ
へ
、
明
治 

三
十
一
年
八
月
大
風
の
爲
に
果
敢
な
く
校
舎
破
摧
せ
ら
れ
た
れ 

ば
、
和
泊
尋
常
小
学
校
放
課
後
の
教
室
を
仮
り
て
教
務
を
執
り
た 

り
き
。
素
よ
り
僅
尐
の
時
間
、
且
つ
他
校
に
宿
す
る
を
以
て
教
授
・ 

訓
練
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
や
蓋
し
免
れ
ざ
る
べ
し
。 

 

明
治
三
十
二
年
八
月
校
舎
建
築
の
議
な
り
。
十
月
着
手
の
一
端 

次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

(一) 

沿
革
の
大
要 

 

本
校
の
由
来
経
歴
は
苟
も
之
を
記
せ
し
記
録
な
き
を
以
て
詳
に 

知
る
能
は
ず
と
雖
、
先
進
の
士
に
温タ

ズ

ね
て
纔
に
聞
知
し
た
る
處
を 

摘
録
す
れ
ば
、
明
治
八
年
和
泊
村
に
郷（注

）

校
な
る
も
の
あ
り
。
今
日 

の
所
謂
私
立
小
学
校
な
れ
ど
も
、
是
も
と
よ
り
一
層
不
規
則
な
る 

一
黌
た
る
は
論
を
挨
た
ざ
る
な
り
。
然
り
而
し
て
当
局
者
監
督
の 

下
に
起
つ
宛
然
た
る
小
学
校
を
觀
る
を
得
た
る
は
實
に
明
治
十
年 

な
り
。
当
時
の
学
制
は
上
等
・
下
等
の
二
種
あ
り
て
各
二
学
年
宛 

の
編
成
な
り
し
を
、
明
治
十
五
年
初
等
・
中
等
・
高
等
の
三
科
に 

更
制
さ
れ
た
り
。
当
時
の
校
舎
は
明
治
十
六
年
類
焼
の
難
に
遭
遇 

し
た
る
を
以
て
、
茲
に
改
築
せ
ざ
る
の
止
を
得
ざ
る
に
至
り
、
二 

階
造
り
に
し
て
稍
々
学
校
め
き
た
る
校
舎
を
見
る
に
至
り
た
り
。 

該
上
等
・
高
等
の
両
科
は
即
ち
今
日
の
高
等
小
学
科
教
程
に
し 

て
、
共
に
二
三
回
の
卒
業
生
を
出
し
来
り
し
も
、
明
治
二
十
年
学 

制
の
変
革
と
共
に
、
消
へ
て
跡
な
き
に
至
り
た
り
。
そ
は
其
一
部 

は
和
泊
尋
常
小
学
校
と
な
り
て
現
は
れ
た
り
と
雖
、
惜
し
い
哉
。
高 

等
小
学
科
は
設
備
・
教
員
等
の
都
合
に
依
り
て
茲
般
の
学
制
に
則 

る
こ
と
能
は
ず
、
依
て
休
校
の
不
幸
を
演
じ
た
る
な
り
。 

 

其
後
二
十
三
年
十
一
月
沖
永
良
部
高
等
小
学
校
の
設
置
指
定
あ 

      

を
始
め
し
を
以
て
、
本
校
に
出
入
す
る
の
生
徒
職
員
皆
欢
喜
雀
躍 

し
た
り
つ
る
も
、
そ
れ
も
延
期
と
な
り
た
り
。
何
ぞ
不
運
の
本
校 

な
る
。 

 

三
十
三
年
十
一
月
県
令
第
□
□
号
を
以
て
、
和
泊
・
知
名
の 

二
ヶ
所
に
高
等
小
学
校
を
設
置
す
べ
く
指
令
あ
り
。
仝
年
八
月
小 

学
校
令
改
正
せ
ら
れ
た
り
。
然
れ
ど
も
、
両
所
共
設
備
の
爲
に
、 

直
ち
に
本
令
に
準
據
す
る
こ
と
能
は
ず
、
荏
苒

ジ
ン
セ
ン

日
を
送
り
し
が
、 

九
月
に
至
り
て
知
名
も
仮
校
舎
を
設
け
て
教
授
を
始
め
た
れ
ば
、 

我
沖
永
良
部
高
等
小
学
校
に
在
学
し
つ
つ
あ
り
し
知
名
方
児
童
の 

幾
分
は
、
知
名
高
等
小
学
校
に
転
学
せ
ら
れ
た
り
。 

 

明
治
三
十
三
年
十
一
月
一
日
和
泊
高
等
小
学
校
は
成
立
ち
た 

り
。
翌
三
十
四
年
三
月
建
築
議
可
決
せ
ら
れ
、
四
月
工
を
起
し
、 

九
月
十
五
日
竣
工
を
告
げ
、
翌
十
六
日
移
転
式
を
挙
ぐ
。 

 

(注) 

郷
校
―
和
泊
小
学
校
創
立
九
拾
周
年
記
念
誌
に
は
次
の
と 

 
 

お
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

こ
れ
は
、
現
小
積

ク
ジ
ン

原バ
ル

家
の
前
に
、
二
間
半
角
の
学
舎
を
設
け
、 

手
習
屋
と
言
っ
て
、
栄
寿
鳳(

小
積

ク
ジ
ン

原バ
ル

の
先
祖
で
、
当
時
ク
レ
ン 

ダ
町
に
居
住
す
る
支
那
人
学
者
か
ら
医
学
を
学
び
、
帰
郷
し
て 

 

医
師
と
な
っ
て
、
論
語
・
孟
子
・
四
書
五
経
・
大
学
等
の
書
に 
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依
て
漢
学
を
指
導
し
た
が)

教
育
の
任
に
あ
た
り
、そ
の
門
弟
に 

は
栄
寿
章(

寿
鳳
の
子)

・
東
一
徳
（
貞
良
の
父
）
・
福
山
清 

道(
清
寛
の
父)

・
和
田
清
実(

向
井
清
国
の
父)

・
鎌
田
宗 

円(

政
太
郎
の
父)

な
ど
が
あ
っ
た
。 

 

(二) 

明
治
三
十
三
学
年
末
調
査
の
生
徒
数 

       

(三) 

沖
永
良
部
高
等
小
学
校
主
要
行
事 

1
明
治
二
十
八
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

開
校
式
―
一
月
八
日
開
校
式
執
行
。
前
年
度
に
於
け
る
学 

 
 

力
優
等
・
品
行
方
正
且
精
勤
な
る
生
徒
に
賞
品
を
授
与
し
、 

 
 

余
興
と
し
て
化
学
実
験
を
な
せ
り
。 

 

イ 

教
育
会
開
会
―
一
月
十
二
日
沖
永
良
部
教
育
会
開
会
。 

 

ウ 

新
教
則
研
究
会
―
一
月
二
十
日
新
教
則
研
究
会
を
本
校
に 

       

ス 

暴
風
雤
及
海
嘯
襲
来
―
七
月
二
十
三
日
又
々
暴
風
雤
及
海 

 
 

嘯
殺
倒
し
、
流
失
せ
る
家
屋
数
軒
あ
り
。
校
舎
に
は
警
察
署 

 
 

員
及
山
崎
店
避
難
せ
り
。 

 

セ 

遠
行
―
十
月
十
二
日
全
校
児
童
上
平
川
村
平
川

ヒ
ヨ
ウ
グ

城ズ
ク

の
大
石 

 
 

灰
洞
見
学
の
た
め
遠
行
せ
り
。 

 

ソ 

新
兵
見
送
―
十
月
十
九
日
新
兵
出
発
―
盛
大
な
る
見
送
り 

 
 

あ
り
た
り
。 

 

夕 

天
長
節
―
十
一
月
三
日
賀
式
挙
行
。 

 

チ 

同
窓
会
―
十
一
月
十
七
日
本
校
出
身
第
一
回
同
窓
会
開 

 
 

会
。 

 

ツ 

運
動
会
―
十
一
月
二
十
八
日
運
動
会
挙
行
。
舟
漕
競
走
衆 

 
 

目
を
惹
く
。 

 

テ 

征
臺
軍
人
死
去
―
陸
軍
憲
兵
上
等
兵
玈
江
朝
鶴
君
征
臺
中 

 
 

病
没
に
付
、
学
校
は
会
葬
弔
意
を
表
す
。 

2
明
治
二
十
九
年
中
の
主
要
行
事
―
資
料
な
し 

3
明
治
三
十
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

一
月
六
日
開
校
式
挙
行
。前
年
中
の
精
勤
者
に
授
賞
せ
り
。 

 

イ 

島
司
来
校
―
一
月
二
十
五
日
笹
森
大
島
島
司
来
校
巡
視
。 

 

ウ 

研
究
会
―
二
月
よ
り
数
度
和
泊
方
教
員
連
合
し
て
教
授
法 

 
 

の
研
究
会
を
開
く
。 

於
て
開
会
。
参
会
者
は
和
泊
方
各
学
校
教
員
に
し
て
数
回
継 

 
 

続
せ
り
。 

エ 

国
喪
―
三
月
五
目
よ
り
七
日
に
至
る
三
日
間
、
大
勲
位
有 

 

楢
川
宮
熾
仁
親
王
薨
去
に
付
、
弔
意
を
表
す
る
た
め
休
業
。 

オ 

島
庁
学
務
書
記
の
談
話
―
三
月
八
日
書
記
肥
後
七
郎
氏
、 

 

学
事
上
に
付
談
話
あ
り
。
両
戸
長
・
役
場
員
・
全
島
教
員
・ 

 

各
議
員
・
世
話
人
及
有
志
者
無
慮
四
、
五
百
名
集
ま
る
。 

カ 

定
時
試
験
―
三
月
十
八
日
よ
り
二
十
七
日
迄
十
日
間
各
学 

 

年
定
時
試
験
施
行
。 

キ 

証
書
授
与
式
―
三
月
三
十
一
日
証
書
授
与
式
挙
行
。 

ク 

教
授
細
目
調
査
委
員
会
―
四
月
一
日
教
授
細
目
調
査
委
員 

 
 

会
開
会
。 

ケ 

祝
捷
大
会
―
五
月
三
日
、
日
清
平
和
克
復
に
付
、
和
泊
方 

 

祝
捷
大
会
を
兼
久
の
原
に
開
く
。
各
校
連
合
し
て
国
旗
行
列 

 

を
な
す
。 

コ 

二
部
授
業
―
五
月
六
日
よ
り
尋
常
科
と
隔
月
交
替
に
て
二 

 
部
授
業
開
始
。 

サ 
卒
業
大
試
験
―
五
月
八
日
よ
り
十
八
日
迄
十
一
日
間
卒
業 

 

大
試
験
執
行
。 

シ 

証
書
授
与
式
―
六
月
四
日
卒
業
証
書
授
与
式
挙
行
。 

      

エ 

教
場
移
転
―
三
月
二
十
七
日
よ
り
尋
常
科
児
童
は
新
築
校 

 
 

舎
に
移
転
。 

 

オ 

入
学
試
験
―
四
月
六
日
よ
り
各
学
年
共
入
学
試
験
施
行
。 

 

カ 

教
育
会
―
四
月
十
日
全
島
教
育
会
開
会
。 

 

キ 

授
与
式
―
四
月
十
六
日
第
三
回
卒
業
証
書
授
与
式
挙
行
。 

 
 

本
日
尋
常
小
学
校
落
成
式
挙
行
。 

 

ク 

師
範
学
校
教
員
来
島
―
六
月
十
八
日
中
原
教
諭
来
校
参
観 

 
 

せ
ら
る
。 

 

ケ 

教
育
会
―
六
月
十
日
全
島
教
育
会
開
会
。 

 

コ 

電
信
開
通
祝
及
豊
年
祝
―
九
月
十
一
日
電
信
開
通
祝
及
豊 

 
 

年
祝
を
な
す
。 

 

サ 

遠
行
―
十
一
月
十
六
日
全
島
一
周
の
大
遠
足
挙
行
。 

 

シ 

他
校
遠
足
団
来
村
―
十
二
月
七
日
知
名
方
各
校
連
合
遠
足 

 
 

団
来
る
。
玈
城
村
迄
出
迎
。 

4
明
治
三
十
一
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

御
影
奉
送
―
一
月
二
十
四
日
知
名
村
御
影
着
村
端
迄
奉
送 

 
 

せ
り
。 

 

イ 

授
与
式
―
三
月
三
十
日
第
四
回
卒
業
証
書
授
与
式
挙
行
。 

 

ウ 

臨
時
休
業(

三
週
間)

六
月
二
十
七
日
よ
り
八
月
十
七
日
迄 

 
 

三
週
間
、
伝
染
病
（
麻
疹
赤
痢
）
流
行
の
た
め
臨
時
休
業
。 
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落
第
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エ 

未
曽
有
の
天
颶ぐ

風
―
八
月
二
十
七
日
未
曽
有
の
大
颶
風
襲 

 
 

来
す
。
倒
潰
家
屋
過
半
数
。
人
畜
の
死
傷
あ
り
。
校
舎
又
大 

 
 

破
損
を
受
く
。 

 

オ 

検
疫
官
風
害
調
査
員
―
九
月
五
日
金
州
丸
よ
り
検
疫
官
風 

 
 

害
調
査
員
来
島
。 

 

カ 

侍
従
御
派
遣
―
十
二
月
二
十
日
風
害
視
察
の
爲
日
根
野
侍 

 
 

從
御
来
島
。
随
行
三
宅
参
事
官
・
宮
地
警
部
長
・
福
山
島 

 
 

司
・
森
書
記
の
諸
氏
。 

5
明
治
三
十
二
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

開
校
式
―
一
月
九
日
開
校
式
挙
行
。
前
年
度
精
励
児
童
に 

 
 

授
賞
す
。 

 

イ 

教
育
会
―
四
月
十
四
日
沖
永
良
部
教
育
会
開
会
。 

 

ウ 

教
育
会
―
十
月
十
四
日
沖
永
良
部
教
育
会
開
会
。 

6
明
治
三
十
三
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

開
校
式
―
一
月
八
日
開
校
式
挙
行
。
前
年
度
精
勤
児
童
に 

 
 

授
賞
。 

 

イ 

教
育
会
―
四
月
二
十
八
日
私
立
教
育
会
開
催
。 

 

ウ 

講
師
来
島
―
七
月
二
十
七
日
本
県
師
範
伊
地
知
助
教
諭
夏 

 
 

季
講
習
会
講
師
と
し
て
渡
来
。 

 

エ 

教
育
会
―
十
月
二
十
日
沖
永
良
部
教
育
会
開
会
。 

       
 

洲
翁
記
念
碑
及
南
洲
神
社
建
立
式
挙
行
。職
員
・
児
童
参
列
。 

 

エ 

入
学
式
―
四
月
一
日
入
学
式
挙
行
。 

 

オ 

校
医
新
任
―
五
月
二
十
九
日
永
野
校
医
新
任
。 

 

カ 

活
動
幻
灯
―
十
二
月
十
五
日
福
永
陽
洲
氏
新
種
の
活
動
幻 

 
 

灯
挙
行
。 

4
明
治
三
十
六
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

松
樹
栽
植
―
一
月
十
二
日
金
比
羅
神
社
境
内
に
松
樹
千
五 

 
 

十
二
本
栽
植
。 

 

イ 

教
育
総
会
―
三
月
十
八
日
下
平
川
校
に
て
全
島
教
育
総
会 

 
 

を
開
く
。 

 

ウ 

他
島
学
生
入
学
―
四
月
十
七
日
与
論
島
よ
り
二
名
の
学
生 

 
 

入
学
。 

 

エ 

小
動
物
園
来
る
―
五
月
十
六
日
児
童
を
引
率
し
て
巡
回
小 

 
 

動
物
園
を
見
学
せ
し
む
。 

5
明
治
三
十
七
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

教
育
会
―
一
月
十
六
日
和
泊
方
教
育
会
を
開
く
。
一
月
二 

 
 

十
九
日
沖
永
良
部
教
育
会
開
会
。 

 

イ 

動
員
令
下
る
―
二
月
十
日
出
征
軍
人
の
送
別
会
を
南
洲
宮 

 
 

に
て
開
く
。 

 

ウ 

出
征
兵
士
の
見
送
り
―
二
月
十
二
日
出
征
兵
士
を
長
浜
に 

 

(四) 

和
泊
高
等
小
学
校
主
要
行
事 

1
明
治
三
十
三
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

学
校
開
校
式
―
十
一
月
一
日
よ
り
新
設
和
泊
高
等
小
学
校 

 
 

開
校
。
仝
十
日
開
校
式
挙
行
。 

 

イ 

教
育
会
―
十
二
月
八
日
和
泊
方
教
育
会
を
内
城
校
に
て
開 

 
 

会
。 

2
明
治
三
十
四
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

教
育
会
―
一
月
二
十
六
日
知
名
校
に
於
い
て
沖
永
良
部
教 

 
 

育
会
開
会
。 

 

イ 

授
与
式
―
三
月
二
十
三
日 

第
一
回
証
書
授
与
式
挙
行
。 

 

ウ 

隨
意
教
科
目
認
可
―
五
月
三
十
日
隨
意
教
科
目
農
科
認
可 

 
 

な
る
。 

 

エ 

教
育
会
―
十
一
月
九
日
大
城
校
に
於
い
て
方
内
教
育
会
開 

 
 

会
。 

 

オ 

展
覧
会
―
十
二
月
十
一
日
沖
永
良
部
教
育
展
覧
会
開
会
。 

3
明
治
三
十
五
年
中
の
主
要
行
事 

 
ア 

教
育
会
―
一
月
十
八
日
沖
永
良
部
教
育
会
開
会
。 

 

イ 
鯨
捕
獲
―
二
月
十
二
日
喜
美
留
沖
に
て
鯨
捕
獲
。
児
童
を 

 
 

引
率
し
て
見
学
ぜ
し
む
壮
観
言
語
に
絶
す
。 

 

ウ 

南
洲
翁
記
念
碑
及
南
洲
神
社
建
立
式
―
二
月
二
十
五
日
南 

       
 

送
る
。
二
月
十
三
日
―
仝
上
。 

 

エ 

野
球
試
合
―
二
月
十
六
日
敵
愾
心
国
内
に
溢
れ
る
旧
暦
の 

 
 

正
月
元
旦
な
り
。
東
浜
に
於
て
野
球
試
合
を
な
す
。 

 

オ 

快
報
来
る
―
二
月
十
六
日
敵
国
軍
艦
二
隻
捕
獲
。 

 

カ 

祝
捷
会
―
二
月
二
十
六
日
和
泊
方
中
総
出
に
て
祝
捷
会
を 

 
 

南
洲
宮
に
て
開
く
。 

 

キ 

出
征
軍
人
見
送
り
―
五
月
二
十
九
日
沖
久
中
尉
出
征
軍
人 

 
 

引
率
の
た
め
帰
郷
。
一
同
見
送
り
を
な
す
。 

 

ク 

凱
旋
軍
人
の
慰
労
―
十
月
十
八
日
凱
旋
車
人
慰
労
会
を
南 

 
 

洲
宮
に
於
て
開
く
。 

 

ケ 

教
育
会
―
十
月
十
五
日
沖
永
良
部
教
育
会
を
下
平
川
尋
常 

 
 

校
に
於
い
て
開
会
。 

 

コ 

戦
没
軍
人
葬
式
―
十
一
月
十
五
日
故
陸
軍
歩
兵
伍
長
中
田 

 
 

東
友
君
葬
式
挙
行
。
十
一
月
十
七
日
故
陸
軍
歩
兵
上
等
兵
竹 

 
 

前
徳
氏
葬
式
挙
行
。
十
二
月
一
日
故
陸
軍
歩
兵
伍
長
豊
山
保 

 
 

徳
君
葬
式
挙
行
。 

6
明
治
三
十
八
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

祝
捷
会
―
一
月
五
日
旅
順
開
城
の
祝
捷
会
を
開
く
。
式
後 

 
 

運
動
会
及
祝
宴
あ
り
舟
漕
競
争
及
異
装
行
列
衆
目
を
惹
く
。 

 

イ 

戦
没
軍
人
の
非
式
―
一
月
二
十
八
日
故
伊
集
院
上
等
兵
葬 
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式
挙
行
。
二
月
十
日
根
折
村
故
山
田
上
等
兵
葬
式
挙
行
。 

 
ウ 

一
大
快
報
来
る
―
五
月
二
十
七
日
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
対 

 
 

馬
沖
に
て
粉
砕
し
、
敵
国
海
軍
の
死
命
を
制
す
。 

 

エ 

講
和
媒
介
―
六
月
十
一
日
米
国
大
統
領
よ
り
講
和
申
込
の 

 
 

件
電
報
に
て
来
る
。 

 

オ 

大
々
的
祝
捷
会
―
六
月
十
七
日
海
軍
祝
捷
会
開
く
。
陸
軍 

 
 

模
擬
戦
及
海
軍
模
擬
戦
あ
り
。 

 

カ 

戦
没
軍
人
の
葬
式
―
七
月
四
日
永
嶺
村
野
村
上
等
兵
の
葬 

 
 

式
挙
行
。
七
月
七
日
玈
城
村
玈
野
上
等
兵
の
葬
儀
に
参
列
。 

 

キ 

島
司
来
島
補
充
兵
見
送
り
―
七
月
十
五
日
富
田
島
司
来 

 
 

島
。
同
日
補
充
兵
召
集
に
付
き
見
送
り
。 

 

ク 

講
和
談
判
落
着
―
九
月
三
十
日
、
日
露
講
和
談
判
落
着
と 

 
 

の
報
あ
り
。 

 

ケ 

出
稼
人
―
九
月
二
十
六
日
球
陽
丸
出
稼
人
百
余
名
を
載
せ 

 
 

て
口
之
津
へ
出
帄
。 

 

コ 

教
育
会
―
十
月
四
日
和
泊
方
教
育
会
開
会
。 

 

サ 

新
進
舎
―
十
月
九
日
和
泊
新
進
舎
創
設
。 

 

シ 

凱
旋
軍
人
―
十
二
月
三
十
日
二
十
余
名
帰
郷
大
歓
迎
会
。 

7
明
治
三
十
九
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

凱
旋
軍
人
歓
迎
―
一
月
二
十
日
凱
旋
軍
人
七
十
名
帰
郷
、 

       

ウ 

陸
上
運
動
会
―
二
月
二
十
四
日
陸
上
大
運
動
会
を
な
す
。 

 

エ 

授
与
式
―
二
月
十
八
日
授
与
式
挙
行
。 

 

オ 

体
操
講
習
―
九
月
三
日
よ
り
数
日
に
渉
り
体
操
講
習
会
を 

 
 

開
く
。 

 

カ 

博
物
講
習
―
九
月
六
日
よ
り
数
回
に
わ
た
り
博
物
講
習
会 

 
 

を
開
催
す
。 

 

キ 

活
動
写
真
―
十
一
月
十
六
日
県
教
育
会
理
事
上
野
信
氏
来 

 
 

校
。
活
動
写
真
を
観
覧
せ
し
む
。 

 

ク 

電
話
開
通
―
十
二
月
二
十
三
日
和
泊
知
名
間
電
話
開
通
。 

９
明
治
四
十
一
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

巡
回
農
教
師
来
る
―
一
月
十
六
日
豊
島
巡
回
農
教
師
来 

 
 

る
。 

 

イ 

教
育
会
―
二
月
十
六
日
沖
永
良
部
教
育
会
開
会
。 

 

ウ 

授
与
式
挙
行
―
三
月
二
十
日
授
与
式
挙
行
。 

  

○ 

和
泊
尋
常
小
学
校
の
思
い
出 

 

和
泊
字 

 

沖
隆
成 

 

私
は
明
治
二
十
七
年
四
月
一
日
、
満
六
歳
で
和
泊
尋
常
小
学
校 

第
一
学
年
に
入
学
し
た
。
私
の
次
兄
賢
基
は
二
歳
年
上
の
八
歳
で 

あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
私
と
同
時
に
第
一
学
年
に
入
学
し
た
。
こ
の 

よ
う
に
年
の
異
る
者
が
同
じ
学
年
に
入
学
す
る
こ
と
は
極
当
然
の 

 
 

長
浜
に
歓
迎
す
。 

 

イ 

凱
旋
軍
人
帰
郷
―
二
月
二
十
七
日
不
老
丸
よ
り
凱
旋
軍
人 

 
 

五
十
七
名
帰
郷
。 

 

ウ 

授
与
式
―
三
月
十
八
日
第
六
回
証
書
授
与
式
挙
行
。
児
童 

 
 

成
績
品
陳
列
。
理
化
学
実
験
を
な
す
。 

 

エ 

生
徒
募
集
―
四
月
五
日
、
補
修
科
創
設
に
付
、
生
徒
を
募 

 
 

集
す
。 

 

オ 

野
球
の
対
抗
試
合
―
五
月
十
三
日
知
名
校
と
の
対
抗
試
合 

 
 

を
下
平
川
校
に
て
開
く
。
一
点
差
に
て
我
が
校
の
勝
利
。 

 

カ 

補
習
科
―
五
月
二
十
九
日
補
習
科
授
業
開
始
す
。 

 

キ 

一
大
祝
捷
会
及
招
魂
祭
―
六
月
三
十
日
、
三
十
七
八
年
戦 

 
 

役
の
大
祝
捷
会
及
び
招
魂
祭
挙
行
。
余
興
と
し
て
凱
旋
軍
人 

 
 

の
模
擬
戦
及
異
装
行
列
、
各
村
の
踊
あ
り
。 

 

ク 

教
育
会
―
九
月
二
十
三
日
沖
永
良
部
教
育
会
総
会
を
開 

 
 
 

く
。 

 

ケ 

水
雷
艇
入
港
―
十
二
月
六
日
水
雷
艇
二
隻
入
港
。 
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明
治
四
十
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 
義
臣
伝
読
会
―
一
月
二
十
七
日
赤
穂
義
臣
読
会
開
催
。 

 

イ 

勲
章
授
与
式
―
二
月
四
日
凱
旋
軍
人
に
対
す
る
勲
章
授
与 

 
 

式
挙
行
。 

      

こ
と
で
、同
じ
学
年
の
児
童
で
も
三
～
四
歳
の
年
齢
差
は
ざ
ら
で
、 

中
に
は
五
～
六
歳
の
年
齢
差
の
あ
る
者
も
い
た
。
当
時
満
六
歳
の 

者
は
大
体
揃
っ
て
四
月
一
日
に
入
学
し
た
が
、
六
歳
以
上
の
年
齢 

の
者
は
、
学
年
途
中
で
も
隨
時
入
学
し
、
又
学
年
末
を
待
た
ず
に 

隨
時
進
級
し
た
。
中
に
は
一
年
の
中
に
二
学
年
進
級
す
る
者
も
い 

た
。
又
当
時
「
糞

女

ク
ス
ヲ
ゥ
ナ
グ

」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
、「
女
子
は
裁
縫 

だ
け
出
来
れ
ば
学
問
を
す
る
必
要
は
な
い
」
と
言
わ
れ
、
当
局
の 

指
導
督
励
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
子
の
就
学
率
は
極
め
て
低
か
っ 

た
。
一
年
当
時
の
私
の
同
級
生
は
男
子
が
四
～
五
〇
名
で
女
子
が 

五
～
六
名
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
女
子
は
相
当
年
上
の
者
ば
か 

り
で
、
弟
妹
を
背
負
っ
て
学
校
に
出
る
者
も
多
く
、
子
供
が
泣
き 

出
す
と
教
室
を
出
て
、
校
庭
で
子
守
り
を
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ 

た
。 

 

当
時
の
学
制
は
尋
常
小
学
校
四
年
、
高
等
小
学
校
四
年
と
い
う 

制
度
で
、
和
泊
尋
常
小
学
校
と
和
泊
高
等
小
学
校
は
同
一
敷
地
内 

（
現
在
の
前
田
精
造
商
店
附
近
）
に
あ
っ
た
。
北
側
に
は
役
場
（
現 

在
の
和
泊
郵
便
局
附
近
）
と
栄
氏
（
ヤ
シ
ニ
ヤ
家
）
が
経
営
す
る 

銭
湯
が
あ
り
、
三
者
で
一
つ
の
井
戸
（
現
在
の
鹿
児
島
銀
行
沖
永 

良
部
支
店
西
側
の
井
戸
）
を
共
同
使
用
し
て
い
た
。 

 

校
長
は
山
下
孫
十
郎
先
生
（
鹿
児
島
市
谷
山
出
身
）
で
、
当
時 
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の
先
生
方
に
は
福
山
清
俊
先
生（
手
々
知
名
、福
山
稔
氏
の
祖
父
） 

川
畑
祝
人
先
生
（
和
泊
、
肥
後
巌
氏
祖
父
）
門
松
（
平
瀬
）
覚
熊 

先
生
（
手
々
知
名
、
平
瀬
羊
之
助
氏
父
）
撰
三
生
先
生
（
和
泊
、 

県
議
撰
正
鋭
氏
弟
）
園
田
仲
生
先
生
（
手
々
知
名
、
園
田
慶
良
氏 

父
）
等
が
居
ら
れ
た
。
又
私
の
同
級
生
は
福
山
清
寛
氏
（
手
々
知 

名
、
福
山
嘉
雄
氏
父
）
町
田
実
次
氏
（
手
々
知
名
、
町
田
実
美
氏 

の
父
）
町
田
淳
照
氏
（
手
々
知
名
、
町
田
昇
氏
父
）
源
幹
一
氏
（
手
々 

知
名
、
源
信
一
郎
氏
祖
父
）
早
川
（
永
野
）
祝
蘇
氏
（
上
手
々
知 

名
、
永
野
良
助
氏
父
）
等
で
あ
っ
た
。 

 

当
時
の
教
科
は
修
身
・
算
術
・
国
語
・
理
科
・
体
操
・
唱
歌
・ 

図
画
・
書
き
方
・
綴
り
方
等
で
、
女
子
に
は
別
に
裁
縫
が
特
設
さ 

れ
て
い
た
。
又
高
等
科
に
な
る
と
、
そ
れ
に
地
理
や
歴
史
が
加
わ 

り
、
高
等
科
の
男
子
は
体
操
の
時
間
に
球

き
ゅ
う

竿か
ん

体
操
・
啞あ

鈴れ
い

体
操 

や
兵
式
体
操
も
実
施
し
、
兵
式
体
操
で
は
木
銃
を
持
っ
て
担に

な

え 

銃つ
つ

・
立た

て
銃つ

つ

・
棒さ

ざ

け
銃つ

つ

等
の
訓
練
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。 

 

普
通
教
科
の
学
習
に
は
石
板

せ
き
ば
ん

・
石
筆

せ
き
ひ
つ

・
石
板

せ
き
ば
ん

拭ふ

き
等
を
使
っ 

た
。
石
筆
は
鉛
筆
大
の
も
の
で
、
木
被
が
な
い
た
め
極
め
て
折
れ 

易
く
、
学
習
に
不
便
で
あ
っ
た
。
書
き
方
の
学
習
に
使
用
す
る
草 

紙
は
真
黒
く
な
る
ま
で
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
等
の
学
用
品
は
風
呂
敷
に
包
ん
で
通
学
し
た
が
、
石
板
が 

      

止
さ
れ
て
い
た
。
方
言
を
使
用
し
た
者
に
対
し
て
は
罰
当
番
制
が 

設
け
ら
れ
て
い
た
。 

 

服
装
―
男
子
は
手
織
り
の
着
物
に
白
帯
を
締
め
て
登
校
し
た
。 

高
等
科
生
に
な
る
と
そ
れ
に
袴
を
着
用
す
る
者
も
居
た
。
女
子
は 

手
織
り
の
着
物
を
着
て
、
黒
帯
を
前
に
結
ん
で
い
た
。
高
等
科
生 

に
な
る
と
全
員
袴
を
着
用
し
た
。 

 

児
童
衛
生
―
男
女
と
も
ト
ラ
ホ
ー
ム
患
者
が
多
か
っ
た
。
女
子 

の
中
に
は
頭
髪
に
「
し
ら
み
」
の
わ
い
て
い
る
者
も
居
た
。 

 

師
弟
関
係
―
当
時
の
親
た
ち
が
子
供
を
た
し
な
め
る
の
に
「
先 

生
に
言
い
つ
け
る
ぞ
」「
巡
査
に
言
い
つ
け
る
ぞ
」
と
い
う
言
葉 

が
あ
っ
た
。
児
童
た
ち
は
大
へ
ん
教
師
を
怖
が
っ
て
居
た
。 

 

（注） 

沖
隆
成
―
明
治
二
十
一
年
二
月
二
十
日
生
。
手
々
知
名
出 

 
 

身
。
内
城
字
中
田
珪
子
氏
の
父
。
元
和
泊
高
等
小
学
校
准
訓 

 
 

導
。
元
東
京
・
明
徳
小
学
校
教
頭
。 

  

○ 

和
泊
尋
常
小
学
校
・
和
泊
高
等
小
学
校
の
思
い
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
々
知
名 

木
尾
カ
ミ 

 

私
は
明
治
三
十
一
年
四
月
一
日
、
数
え
年
十
歳
の
時
、
和
泊
尋 

常
小
学
校
第
一
学
年
に
入
学
し
た
。
一
年
生
は
男
子
組
・
女
子
組 

の
二
学
級
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。
児
童
数
も
男
子
組
は
相
当
多 

重
た
い
の
で
、
こ
れ
を
落
し
て
割
る
よ
う
な
こ
と
も
度
々
で
あ
っ 

た
。 

 

教
科
の
試
験
は
百
点
満
点
で
採
点
さ
れ
た
。
尋
常
科
生
時
代
は 

紙
や
鉛
筆
が
な
い
た
め
、
先
生
の
前
で
教
科
書
を
読
ん
だ
り
、
算 

術
を
答
え
た
り
し
て
試
験
を
受
け
た
。
高
等
科
生
に
な
る
と
紙
と 

鉛
筆
を
使
っ
て
筆
答
し
た
。
算
術
の
応
用
問
題
の
解
答
に
は
冒
頭 

に
「
術

じ
ゆ
つ

に
曰い

わ

く
」
と
書
い
て
か
ら
解
答
の
説
明
を
書
く
の
が
例 

で
あ
っ
た
。 

 

学
業
の
評
価
は
甲
・
乙
・
丙
・
丁
で
行
わ
れ
、
甲
の
中
の
優
等 

生
に
は
、
学
年
末
の
授
与
式
に
賞
状
と
賞
品
（
筆
・
紙
・
墨
）
が 

授
与
さ
れ
た
。丁
の
評
価
を
受
け
た
者
は
落
第（
現
級
留
め
置
き
） 

に
な
っ
た
。
時
に
よ
る
と
全
学
級
生
の
三
分
の
一
程
も
落
第
す
る 

こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

出
席
状
況
―
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。
精
励
克
勤
す
る
者
も
相 

当
い
た
が
、
中
に
は
山や

ま

学
校

が
つ
こ
う

（
登
校
し
な
い
で
山
林
や
海
浜
等
で 

あ
そ
ぶ
）
を
す
る
者
も
居
た
。 

 
昼
食
用
の
弁
当
―
唐
芋
と
塩
を
ハ
ン
カ
チ
に
包
ん
で
持
参
し 

た
。
男
子
の
中
に
は
自
分
で
網
袋
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
持
参
す
る 

者
も
い
た
。 

 

標
準
語
の
使
用
を
奨
励
す
る
た
め
、
学
校
で
の
方
言
使
用
は
禁 

      

か
っ
た
が
、
女
子
組
は
不
就
学
者
が
多
か
っ
た
た
め
、
そ
の
数
が 

尐
く
三
十
名
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
同
じ
一
年
生
で
も
年
齢
は
ま
ち 

〳
〵
で
下
は
数
え
年
の
八
歳
く
ら
い
か
ら
上
は
十
二
歳
く
ら
い
ま 

で
同
じ
学
級
に
い
た
。が
、年
の
多
い
人
は
学
年
末
を
待
た
ず
に
、 

学
年
途
中
で
ど
ん
〳
〵
進
級
し
て
行
っ
た
。 

 

当
時
の
校
長
は
川
平
植
吉
先
生
で
、
学
級
担
任
と
し
て
は
橋
口 

虎
熊
先
生
（
町
田
虎
熊
）、
園
田
仲
生
先
生
（
手
々
知
名
園
田
慶 

良
氏
父
）、
浅
江
ハ
ル
先
生
（
和
泊
福
山
清
蔵
氏
母
）、
木
尾
タ
ミ 

先
生
（
東
京
在
永
野
圭
介
氏
母
）、
操
ト
ヨ
先
生
（
和
歌
山
県
在 

有
川
貞
辰
氏
母
）、
山
崎
テ
ル
先
生
（
鹿
児
島
の
人
）
等
が
居
ら 

れ
た
。 

 

私
の
同
級
生
に
は
源
ノ
リ
さ
ん
（
手
々
知
名
・
沖
隆
邦
氏
母
）、 

林
タ
ミ
さ
ん
（
手
々
知
名
・
大
坪
盛
康
氏
母
）、
伊
勢
カ
ネ
さ
ん 

（
手
々
知
名
・
伊
勢
実
良
氏
母
）、
大
脇
ム
メ
さ
ん
（
鹿
児
島
市 

在
市
来
健
史
氏
母
）、
武
山
ハ
ル
さ
ん
（
和
泊
・
武
山
宮
信
氏
妹
）、 

有
川
ム
メ
さ
ん
（
和
泊
・
種
子
田
三
千
世
氏
母
）、
日
置
ハ
ナ
さ 

ん
（
鹿
児
島
市
在
日
置
光
孝
氏
叔
母
）、
阿
多
フ
ジ
さ
ん
（
和
泊
・ 

山
口
通
義
氏
夫
人
）、
大
山
う
と
さ
ん
（
上
手
々
知
々
・
大
山
一 

郎
氏
祖
母
）、
関
根
ナ
ヘ
さ
ん
（
上
手
々
知
名
・
関
根
直
弘
氏
母
） 

等
で
あ
っ
た
。 
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学
校
の
往
復
等
に
は
、
教
科
書
・
石
板
・
石
筆
等
の
学
用
品
は
、 

全
部
い
っ
し
ょ
に
風
呂
敷
に
包
ん
で
、
右
腕
に
抱
え
て
運
ん
だ
も 

の
で
あ
る
。
通
学
距
離
の
遠
い
人
の
中
に
は
、
学
用
品
を
風
呂
敷 

に
包
み
、
そ
れ
を
背
中
に
背
負
っ
て
通
学
す
る
人
も
い
た
。 

 

学
業
成
績
は
優
等
・
甲
・
乙
・
丙
・
丁
で
評
価
さ
れ
た
。
毎
年 

学
年
末
に
な
る
と
、
卒
業
式
と
修
業
式
が
同
時
に
行
わ
れ
、
優
等 

生
に
対
し
て
は
賞
状
と
賞
品
（
紙
）
が
授
与
さ
れ
た
。
丁
に
評
定 

さ
れ
た
者
は
落
第
（
現
級
止
め
置
き
）
に
な
っ
た
。 

 

通
学
に
あ
た
っ
て
は
、
母
の
手
織
り
の
着
物
を
着
て
、
帯
を
前 

に
締
め
、
前
垂
れ
を
か
け
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
遠
足
等
特
別 

な
場
合
は
、
髪
を
イ
ツ
チ
ヨ
ウ
マ
ゲ
と
言
う
髪
型
に
結
い
上
げ
た 

も
の
で
あ
る
。 

 

尋
常
小
学
校
四
年
卒
業
後
、
高
等
小
学
校
に
進
学
し
た
が
、
そ 

の
頃
に
な
る
と
女
子
は
ま
す
〳
〵
減
尐
し
、
高
等
科
に
進
学
し
た 

の
は
十
名
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
和
泊
・
手
々
知
名
等
学
校
に
近
い 

字
の
人
が
多
か
っ
た
が
、
後
蘭
の
平
マ
ツ
さ
ん
（
永
嶺
字
・
平
慶 

良
氏
母
）
や
古
里
の
里
村
ス
ミ
さ
ん
（
手
々
知
名
町
田
オ
リ
ユ
ウ 

氏
の
母
）
等
遠
方
か
ら
の
通
学
生
も
い
た
。 

 

そ
の
頃
は
日
露
戦
争
の
勝
ち
い
く
さ
で
、
旗
行
列
や
提
灯
行
列 

等
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

       

本
校
舎
は
旧
和
泊
高
等
小
学
校
に
て
あ
り
し
が
、
明
治
四
十
年 

勅
令
第
五
十
二
号
の
改
正
小
学
校
令
実
施
と
共
に
旧
和
泊
尋
常
小 

学
校
と
仝
高
等
小
学
校
と
の
組
織
を
変
更
し
、
両
校
の
児
童
を
男 

女
の
性
に
依
り
て
区
別
し
、
男
子
を
旧
和
泊
尋
常
小
学
校
に
収
容 

し
て
和
泊
男
子
尋
常
高
等
小
学
校
と
称
し
、
女
子
を
本
校
に
収
容 

し
て
和
泊
女
子
尋
常
高
等
小
学
校
と
称
し
、
明
治
四
十
一
年
四
月 

十
三
日
始
め
て
開
校
し
た
り
。 

 

今
両
校
の
歴
史
を
摘
記
す
れ
ば
、
明
治
八
年
和
泊
村
に
郷
校
な 

る
寺
小
屋
的
学
舎
を
設
立
し
て
子
弟
を
教
養
し
来
た
り
し
も
、
未 

だ
普
く
教
育
の
余
沢
を
一
般
に
及
ぼ
す
こ
と
能
は
ざ
り
し
が
、
明 

治
十
年
始
め
て
正
則
の
小
学
校
に
改
め
た
り
。
当
時
の
学
制
は
上 

等
下
等
の
二
科
あ
り
て
、
各
八
級
の
編
成
な
り
し
が
、
其
の
後
明 

治
十
五
年
初
等
・
中
等
・
高
等
の
三
科
に
学
制
変
更
な
り
た
り
。 

 

当
時
の
校
舎
は
勿
論
完
全
な
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
も
教
養
上 

に
は
左
程
不
都
合
を
感
ぜ
ざ
り
し
が
、
不
幸
に
し
て
其
翌
年
十
二 

月
祝

融

し
ゆ
く
ゆ
う

（
火
事
）
の
災
に
遭
遇
し
た
れ
ば
明
治
十
七
年
更
に
工 

を
起
し
、
茲
に
稍
々
宏
大
な
る
二
階
造
の
校
舎
を
見
る
に
至
り
し 

が
、
明
治
二
十
年
、
又
学
制
変
更
あ
り
て
、
小
学
校
を
分
ち
て
尋 

常
科
・
高
等
科
の
二
種
と
な
り
、
該
中
等
・
高
等
の
両
科
は
今
日 

の
高
等
小
学
校
の
教
程
に
し
て
、二
三
回
の
卒
業
生
を
出
せ
し
も
、 

 

高
等
科
卒
業
と
同
時
に
、
日
置
ハ
ナ
さ
ん
、
武
山
ハ
ル
さ
ん
、 

大
脇
ム
メ
さ
ん
、有
川
ム
メ
さ
ん
、里
村
ス
ミ
さ
ん
方
が
揃
っ
て
、 

鹿
児
島
の
女
子
師
範
学
校
に
進
学
し
た
。
自
分
も
友
達
と
い
っ 

し
ょ
に
進
学
し
た
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
事
を
父
に 

相
談
し
た
。
父
は
「
兄
清
三
と
清
定
の
二
人
が
医
学
校
在
学
中
な 

の
で
、女
の
お
前
ま
で
進
学
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い｣

と
言
っ 

て
一
言
の
も
と
に
私
の
願
い
を
退
け
て
し
ま
っ
た
。 

 

仕
方
が
な
い
の
で
、
自
分
は
当
時
土
持
村
長
が
鹿
児
島
か
ら
招 

聘
し
て
あ
っ
た
養
蚕
教
師
の
許
で
製
糸
の
指
導
を
受
け
て
い
た 

が
、
自
分
一
人
友
人
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
は
い
か
な
い
。
自
分
も 

勉
強
し
て
世
の
た
め
尐
し
で
も
大
き
く
役
立
つ
人
間
に
な
り
た
い 

と
思
っ
て
鹿
児
島
に
上
り
、
当
時
東
郷
元
帥
誕
生
地
の
側
に
あ
っ 

た
石
神
助
産
婦
学
校
で
修
業
し
て
助
産
婦
に
な
っ
た
。 

（注） 

木
尾
カ
ミ 

旧
姓 

福
山
カ
ミ 

明
治
二
十
四
年
七
月
七 

 
 

日
生
。
木
尾
司
氏
の
母 

  
2 
「
和
泊
尋
常
高
等
小
学
校
沿
革
誌
（
明
治
四
十
一
年
四
月
）」 

 

に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

(一) 

沿
革
の
大
要 

      

設
備
の
都
合
に
依
り
、
這
般

し
や
は
ん

（
こ
の
た
び
）
の
学
制
に
則
る
こ
と 

能
は
ず
し
て
、
遂
に
休
校
の
不
幸
を
演
じ
、
初
等
科
は
和
泊
尋
常 

小
学
校
と
改
稱
し
、
漸
く
教
育
の
普
及
を
謀
り
、
明
治
二
十
三
年 

沖
永
良
部
高
等
小
学
校
の
設
立
な
る
や
、
当
分
全
島
の
経
済
上
の 

便
宜
を
謀
り
て
全
校
に
増
置
し
て
、
卒
業
生
を
入
学
せ
し
む
る
途 

を
開
き
た
り
。 

 

明
治
二
十
七
年
本
県
に
令
第
五
拾
参
号
を
以
て
、
小
学
校
教
育 

規
程
実
施
の
布
告
と
仝
時
に
県
令
第
六
十
一
号
を
以
て
、
尋
常
小 

学
校
従
来
の
設
置
区
域
和
泊
・
和
・
手
々
知
名
・
喜
美
留
の
四
ヶ 

村
に
出
花
・
畦
布
二
ヶ
村
の
加
は
る
や
、
校
地
・
敷
地
共
狭
隘
を 

告
げ
、
該
規
程
の
要
求
に
応
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
以
っ
て
、
明 

治
二
十
九
年
八
月
金
参
千
百
八
拾
円
を
以
て
、
校
舎
二
二
八
坪
の 

建
築
を
鮫
島
直
助
氏
に
請
負
は
し
め
、
翌
三
十
年
九
月
全
く
竣
工 

し
、
一
方
に
は
敷
地
を
廣
め
、
茲
に
創
め
て
設
備
完
全
な
る
尋
常 

小
学
校
と
な
り
、
其
後
就
学
児
童
増
加
す
る
に
及
び
、
明
治
三
十 

三
年
東
部
に
五
十
五
坪
の
増
築
を
な
し
明
治
四
十
一
年
三
月
迄 

に
、
前
後
通
じ
て
第
十
一
回
の
卒
業
生
を
出
せ
り
。
今
の
和
泊
男 

子
尋
常
高
等
小
学
校
校
舎
即
ち
是
な
り
。 

 

旧
和
泊
高
等
小
学
校
は
明
治
二
十
三
年
十
一
月
沖
永
良
部
高
等 

小
学
校
の
設
置
指
定
あ
り
て
、
仝
時
に
三
重
縣
人
丸
山
徳
三
氏
校 

544 
545 



長
と
し
て
赴
任
せ
ら
れ
、
茲
に
漸
く
高
等
科
教
育
の
基
礎
を
堅
む 

る
を
得
た
り
。
当
時
最
初
一
学
年
一
級
に
し
て
生
徒
六
十
余
名
な 

り
し
も
、
或
は
死
亡
し
或
は
退
校
し
、
明
治
二
十
六
年
第
一
回
の 

卒
業
証
書
を
与
え
し
は
四
十
七
名
な
り
き
。
然
る
に
仝
年
七
月
丸 

山
校
長
辞
任
し
た
れ
ば
、
其
の
後
任
と
し
て
本
県
人
山
下
孫
十
郎 

氏
来
任
せ
ら
れ
、
鋭
意
卒
進
其
業
に
從
ひ
、
明
治
三
十
一
年
迄
第 

四
回
七
十
五
名
の
卒
業
生
を
出
し
て
辞
任
し
、
其
後
明
治
三
十
三 

年
迄
第
□
回
□
□
名
の
卒
業
生
を
出
せ
り
。
從
来
本
校
は
和
泊
尋 

常
小
学
校
の
一
部
に
於
て
仝
校
と
併
置
の
姿
に
て
教
務
を
取
居
り 

し
が
、
明
治
二
十
七
年
八
月
県
令
第
五
十
三
号
に
依
り
仝
校
の
移 

転
す
る
や
、
其
旧
校
舎
を
譲
り
受
け
し
も
、
明
治
三
十
一
年
八
月 

大
風
の
爲
に
果
敢
な
く
校
舎
破
損
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
又
々
和
泊
尋 

常
小
学
校
を
借
り
受
け
、
其
の
放
課
後
教
務
を
取
り
た
り
き
。
素 

よ
り
僅
尐
の
時
間
、
且
つ
他
校
に
宿
す
る
を
以
て
教
授
・
訓
練
意 

の
如
く
な
ら
ず
、
明
治
三
十
二
年
八
月
校
舎
建
築
の
議
あ
り
て
仝 

十
月
着
手
の
一
端
を
開
き
し
も
、故
あ
り
て
延
期
の
不
運
に
陥
り
、 

然
る
に
明
治
三
十
三
年
□
月
県
令
第
□
□
号
を
以
て
和
泊
・
知
名 

の
二
ヶ
方
に
高
等
小
学
校
を
設
置
す
べ
く
指
令
あ
り
。
仝
年
八
月 

小
学
校
令
改
正
せ
ら
れ
、
両
方
共
設
備
の
爲
に
直
に
本
令
に
準
據 

す
る
こ
と
能
は
ず
荏
苒

じ
ん
ぜ
ん

日
を
送
り
し
が
、
其
九
月
に
至
り
て
知
名 

       

イ 

学
校
財
産
分
配
―
四
月
十
一
日
以
降
、
両
校
財
産
分
配
を 

 
 

な
す
。 

 

ウ 

村
教
育
会
―
十
月
十
一
日
和
泊
村
教
育
会
開
会
。 

 

エ 

校
長
死
亡
―
十
一
月
十
二
日
市
川
敬
夫
校
長
（
高
知
県
の 

 
 

人
）
死
亡
。
葬
式
挙
行
。（
墓
所
和
泊
に
あ
り
） 

2
明
治
四
十
二
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

父
兄
懇
話
会
―
五
月
十
七
日
よ
り
数
回
、
各
学
年
の
父
兄 

 
 

懇
話
会
開
会
。 

 

イ 

村
教
育
会
―
五
月
十
三
日
大
城
校
に
て
開
催
。 

 

ウ 

全
島
教
育
会
―
十
月
十
日
内
城
校
に
て
開
会
。 

 

エ 

一
泊
遠
行
―
十
月
十
五
・
六
両
日
一
泊
遠
行
を
な
す
。 

 

オ 

芝
居
禁
止
―
十
二
月
中
沖
縄
芝
居
渡
来
。
良
俗
に
背
く
も 

 
 

の
多
き
を
認
め
児
童
の
見
物
を
禁
止
す
。 

3
明
治
四
十
三
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

義
臣
伝
読
会
―
一
月
二
十
四
日
高
全
体
・
尋
四
・
五
・
六 

 
 

の
二
団
に
分
ち
赤
穂
義
臣
伝
読
会
を
な
す
。 

 

イ 

壮
丁
教
育
―
五
月
二
十
三
日
よ
り
浜
田
・
島
・
伊
集
院
三 

 
 

氏
分
坦
教
授
。 

 

ウ 

研
究
会
―
六
月
十
日
よ
り
毎
週
金
曜
日 

読
本
研
究
会
を 

 
 

開
く
。 

も
仮
校
舎
を
設
け
て
授
業
を
開
始
し
た
れ
ば
、
我
沖
永
良
部
高
等 

小
学
校
に
在
学
の
知
名
方
児
童
の
幾
分
は
仝
校
に
転
学
せ
し
め
た 

り
。 

 

明
治
三
十
三
年
十
一
月
一
日
、
沖
永
良
部
高
等
小
学
校
は
改
稱 

し
て
和
泊
高
等
小
学
校
と
成
り
、
翌
三
十
四
年
三
月
建
築
議
案
可 

決
せ
ら
れ
、
仝
四
月
土
木
を
起
し
九
月
十
五
日
竣
工
せ
り
。
翌
十 

六
日
移
転
式
挙
行
。
爾
来
明
治
四
十
一
年
三
月
迄
第
八
回
四
百
二 

十
名
の
卒
業
生
を
出
せ
り
。 

 

和
泊
女
子
尋
常
高
等
小
学
校
は
明
治
四
十
一
年
四
月
十
三
日
開 

校
以
来
四
十
四
年
三
月
ま
で
三
回
百
五
十
八
名
の
卒
業
生
を
出
せ 

り
。 

 

然
る
に
明
治
四
十
四
年
五
月
県
令
□
□
号
を
以
て
組
織
変
更
の 

指
令
あ
り
、
即
ち
従
来
の
和
泊
男
子
尋
常
高
等
小
学
校
と
和
泊
女 

子
尋
常
高
等
小
学
校
と
を
合
併
し
て
和
泊
尋
常
高
等
小
学
校
と
称 

し
、
明
治
四
十
四
年
六
月
一
日
を
以
て
開
校
し
た
り
。 

  
(二) 

和
泊
男
子
尋
常
高
等
小
学
校
主
要
行
事 

１
明
治
四
十
一
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

新
設
学
校
開
校
式
―
四
月
一
日
新
設
和
泊
男
子
尋
常
高
等 

 
 

小
学
校
開
校
式
挙
行
。 

      

エ 

新
進
舎
監
督
―
七
月
九
日
よ
り
本
校
職
員
、
新
進
舎
の
監 

 
 

督
指
導
す
る
こ
と
に
決
せ
り
。 

 

オ 

日
韓
合
併
奉
告
祭
―
九
月
十
八
日
、
日
韓
合
併
奉
告
祭
。 

 
 

児
童
引
率
参
拝
。 

 

カ 

教
授
細
目
編
纂
会
―
十
月
十
日
よ
り
両
村
校
長
会
合
し
て 

 
 

教
授
細
目
編
纂
会
開
会
。（
但
、
国
語
科
に
し
て
郡
教
育
会 

 
 

に
て
分
担
の
も
の
） 

 

キ 

音
楽
会
―
十
月
三
十
日
西
郷
神
社
境
内
に
於
て
男
女
合
併 

 
 

の
音
楽
会
あ
り
。 

 

ク 

一
日
遠
足
―
十
一
月
二
十
二
日
、
一
日
遠
足
を
下
平
川
校 

 
 

に
試
む
。
通
過
路
次
人
民
の
歓
待
甚
だ
盛
な
り
。 

 

ケ 

一
部
児
童
の
出
校
停
止
―
十
二
月
二
日
よ
り
畦
布
字
児
童 

 
 

は
チ
ブ
ス
流
行
の
た
め
出
校
停
止
。 

 

コ 

伝
染
病
予
防
法
―
十
二
月
七
日
チ
ブ
ス
予
防
方
法
協
定
。 

 

サ 

両
村
連
合
教
育
会
―
十
二
月
十
七
日
両
村
連
合
教
育
会
下 

 
 

平
川
校
に
て
開
会
。 

4
明
治
四
十
四
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

効
果
表
―
一
月
十
二
日
教
授
・
訓
練
・
養
護
に
関
す
る
効 

 
 

果
表
を
調
製
せ
り
。 

 

イ 

職
員
研
究
―
一
月
二
十
三
日
職
員
研
究
の
一
方
法
と
し
て 
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新
聞
・
雑
誌
講
読
会
を
決
定
。 

 
ウ 

壮
丁
教
育
―
五
月
十
一
日
よ
り
壮
丁
教
育
開
始
。 

 

エ 
研
究
会
―
五
月
十
三
日
国
頭
校
に
於
て
研
究
会
開
会 

 

オ 

両
校
廃
合
―
五
月
二
十
八
日
島
庁
よ
り
校
長
へ
両
校
廃
合 

 
 

の
通
知
来
る
。 

 

カ 

閉
校
―
五
月
三
十
一
日
を
以
て
本
校
閉
校
す
べ
き
指
令
あ 

 
 

り
た
る
に
依
り
正
午
よ
り
閉
校
式
挙
行
。 

  

和
泊
尋
常
高
等
小
学
校
主
要
行
事 

1
明
治
四
十
四
年
中
の
主
要
行
事 

ア 

新
設
学
校
開
校
式
―
六
月
一
日
旧
女
子
校
に
於
い
て
新
設 

 
 

学
校
開
校
式
挙
行
。
式
後
報
告
の
た
め
郷
社
高
千
穂
神
社
に 

 
 

参
拝
。 

 

イ 

補
習
教
育
開
始
―
六
月
十
一
日
補
習
教
育
発
会
式
挙
行
。 

 

ウ 

教
育
会
―
九
月
十
六
日
よ
り
数
回
両
村
連
合
教
育
会
を
開 

 
 

会
し
、
夏
期
講
習
会
の
報
告
を
な
せ
り
。 

 

エ 

島
庁
視
学
―
十
月
二
日
石
原
島
庁
視
学
、
視
察
の
た
め
来
校
。 

2
明
治
四
十
五
年
中
の
主
要
行
事 

 

ア 

児
童
成
績
品
陳
列
―
三
月
二
十
二
日
学
年
末
児
童
成
績
品 

 
 

陳
列
。 

                          

イ 

学
校
記
念
日
―
六
月
一
日
校
庭
に
於
い
て
挙
式
後
兼
久
原 
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仮
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